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椙山女学園大学学則 
昭和４３年学則第１号 

昭和４３年２月９日 
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附 則 

 

   第１章 目  的 

第１条 本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、本学園の教育理念「人間になろう」にのっとり、深

く専門の学術を教授研究し、もって高い知性と豊かな情操を兼ね備えた人間を育成することを目的とする。 

２ 本学の学部及び学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的については、別に定める。  

第２章 学部、学科別及び専攻別並びに学生定員 

第２条 本学の学部、学科及び専攻は、次のとおりである。 

生活科学部 管理栄養学科 

 生活環境デザイン学科 

国際コミュニケーション学部 国際言語コミュニケーション学科 

 表現文化学科 

人間関係学部 人間関係学科 

 心理学科 

文化情報学部 文化情報学科 

 メディア情報学科 

現代マネジメント学部 現代マネジメント学科 

教育学部 子ども発達学科 

看護学部 看護学科 

 

第３条 本学の学生定員は、次のとおりとする。 

  入学定員 編入学定員 収容定員 

  (第２年次) (第３年次) 

生活科学部 管理栄養学科 １２０名 ― ― ４８０名 

 生活環境デザイン学科 １３７名 ２名 ２名 ５５８名 

   計 ２５７名 ２名 ２名 １，０３８名 

国際コミュニケーション学部 国際言語コミュニケーション学科 １１５名 ― １０名 ４８０名 

 表現文化学科 ９５名 ― １０名 ４００名 
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   計 ２１０名 ― ２０名 ８８０名 

人間関係学部 人間関係学科 １００名 ― ２名 ４０４名 

 心理学科 １１０名 ２名 ３名 ４５２名 

   計 ２１０名 ２名 ５名 ８５６名 

文化情報学部 文化情報学科 １２０名 ― ２名 ４８４名 

 メディア情報学科 １００名 ― ２名 ４０４名 

   計 ２２０名 ― ４名 ８８８名 

現代マネジメント学部 現代マネジメント学科 １８０名 ― ― ７２０名 

   計 １８０名 ― ― ７２０名 

教育学部 子ども発達学科 １７０名 ２名 ３名 ６９２名 

   計 １７０名 ２名 ３名 ６９２名 

看護学部 看護学科 １００名 ― ― ４００名 

   計   １００名 ― ― ４００名 

   第３章 修業年限、学年、学期及び休業日 

第４条 本学の修業年限は、４年である。ただし、事情により８年以内の在籍を認めることがある。 

２ 第３年次に編入学した学生（以下「３年次編入学生」という。）の修業年限は、２年である。ただし、事

情により６年以内の在籍を認めることがある。 

３ 第２年次に編入学した学生（以下「２年次編入学生」という。）の修業年限は、３年である。ただし、事

情により７年以内の在籍を認めることがある。 

第５条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

第６条 学年を次のように２期に分ける。 

前 期  ４月１日から９月２０日まで 

後 期  ９月２１日から翌年３月３１日まで 

第７条 休業日は、次のとおりである。 

日曜日 

国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

椙山女学園創立記念日（６月１日） 

春季休業 ３月１６日から３月３１日まで 

夏季休業 ８月１日から９月２０日まで 

冬季休業 １２月２１日から翌年１月１０日まで 

２ 前項に定める休業日の変更は、そのたびに学長がこれを定める。 

３ 必要がある場合、学長は、第１項に定めるもののほか臨時の休業日を定めることができる。 

   第４章 入  学 

第８条 入学は、毎年４月とする。 

第９条 本学に入学できる者は、次の各号の一に該当する女子とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校

教育を修了した者を含む。） 

(3) 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指

定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程

を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも

のに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度認定試験

に合格した者（同令附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和２６年文部省令第

１３号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

(8) 学校教育法第９０条第２項の規定により他の大学に入学した者であって、当該者をその後に入学させ

る本学において、本学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 
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(9) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で、１８歳に達したもの 

第１０条 入学志願者は、所定の書類（入学願書、出身学校作成の調査書など）に別表第９に定める入学検

定料を添えて提出しなければならない。 

第１１条 学長は、前条の入学志願者に対して検定を行い、当該学部教授会の審議を経て合格者を決定する。 

第１２条 学長は、前条の合格者のうち、指定の期日までに本学が定める所定の入学手続（入学金の納付及

び誓約書兼保証書等の書類提出）を完了した者に、入学を許可する。 

第１３条 前条に規定する誓約書兼保証書に連署する保証人については、別に定める。 

第１４条 削除 

第１５条 削除 

   第５章 授業科目、履修方法及び単位修得の認定 

第１６条 本学の授業科目は、これを全学共通科目、教養教育科目、学部関連科目、専門教育科目、教育職

員免許状取得に関する科目、学芸員資格取得に関する科目、日本語教員資格取得に関する科目、司書資格

取得に関する科目、司書教諭資格取得に関する科目及び社会福祉士試験受験資格取得に関する科目に区分

する。 

２ 前項のほかに、本学に入学を許可された外国人留学生の教育について必要があるときは、国際交流科目

を置くことができる。 

３ 前項の規定は、本学に入学を許可された学生のうち、外国人留学生以外の学生で、外国において相当の

期間中等教育を受けたものの教育について必要がある場合に準用する。 

４ 本学と学生交換に関する協定書に基づく外国の大学（以下「協定大学」という。）からの受入交換留学生

のために、国際交流科目を置くことができる。 

第１７条 本学の授業科目及び単位数は、別表第１から別表第８－７までに掲げるとおりである。 

第１８条 本学の授業科目には、必修科目、選択科目及び自由科目とがある。 

第１９条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行うも

のとする。 

２ 前項の授業は、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させること

ができる。 

第２０条 学生が履修し、修得しなくてはならない卒業に必要な単位数の最低は１２６単位とし、授業科目

区分別の履修科目及び単位数の最低は、別表第１３に掲げるとおりである。 

２ 学生が各学年に履修できる単位数については、各学部の定めるところにより、これを規制することがで

きる。 

３ 前条第２項の授業の方法により修得する単位数は、卒業の要件として修得すべき単位数のうち、６０単

位を超えないものとする。 

第２０条の２ 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科

目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、教授会の審議を経て、６０単位

を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

３ 第２項の実施に関して必要な事項は別に定める。 

第２０条の３ 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科におけ

る学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、教授会の審議を経て、本学における授業科目の履修とみ

なし、単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は、前条により修得したものとみなす単位数と合わせて、６０単

位を超えないものとする。 

３ 第２項の実施に関して必要な事項は別に定める。 

第２０条の４ 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学において

履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、教授会の審議を

経て、本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った短期大学又は高等専門学校の専

攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、教授会の審議を経て、本学における授業科目
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の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、転入学、編入学等の場合を除

き、本学において履修した単位以外のものについては、前２条により本学において修得したものとみなす

単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。 

４ 前３項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学で修得した単位の場合にも準用する。 

５ 前４項の実施に関して必要な事項は別に定める。 

第２０条の５ 本学は、学生が所属する学部学科以外の授業科目の履修を、教授会の審議を経て、当該学部

学科における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の実施に関して必要な事項は別に定める。 

第２１条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原則とする。 

２ 各授業科目の単位数は、４５時間の学修を必要とする内容をもって１単位とすることを標準とし、次の

基準により計算するものとする。 

(1) 講義については、１時間の授業に対して２時間の準備のための学修を必要とするものとし、毎週１時

間１５週の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については、２時間の授業に対して１時間の準備のための学修を必要とするものとし、毎週２時

間１５週の授業をもって１単位とする。ただし、１時間の授業に対して２時間の準備のための学修を必

要とする場合は、毎週１時間１５週の授業をもって１単位とすることができる。 

(3) 実験、実習、実技等については、毎週３時間１５週の授業をもって１単位とする。ただし、体育実技

については毎週２時間１５週の授業をもって１単位とし、教育実習、学校体験活動、心理実習、ソーシ

ャルワーク実習、保育実習、ふれあい実習及び福祉ボランティアについては３０時間の授業をもって１

単位とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究等については、これらの学修の成果を評価して単位を授

与することが適切であると認められる場合は、これらに必要な学修等を考慮して単位数を定めることがで

きる。 

第２２条 授業科目の単位修得の認定は、試験の成績に平素の学修状況を加味して行う。 

２ 前項の試験は、学期又は学年の終わりに、その学期又は学年中に履修した授業科目について筆記、口述、

論文提出等の方法によって行う。 

３ 履修方法、試験等に関する事項は、別に定める。 

４ 成績評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤとし、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合格とする。 

第２３条 削除 

第２４条 教育職員免許状取得資格を得ようとする者のために、教職課程を置く。 

２ 教員の免許状を得ようとする者は、各学科の卒業に必要な単位のほかに、教育職員免許法（昭和２４年

法律第１４７号）に規定する所定の科目を履修し、その単位を修得しなければならない。 

３ 各学部の各学科ごとに取得することができる教員の免許状の種類は、次のとおりである。 

生活科学部 管理栄養学科 中学校教諭一種免許状 （家庭） 

  高等学校教諭一種免許状（家庭） 

  栄養教諭一種免許状 

 生活環境デザイン学科 中学校教諭一種免許状 （家庭） 

  高等学校教諭一種免許状（家庭） 

国際コミュニケーション学部 国際言語コミュニケーション学科 中学校教諭一種免許状 （英語） 

  高等学校教諭一種免許状（英語） 

 表現文化学科 中学校教諭一種免許状 （国語） 

  高等学校教諭一種免許状（国語） 

人間関係学部 人間関係学科 中学校教諭一種免許状 （社会） 

  高等学校教諭一種免許状（公民） 

 心理学科 高等学校教諭一種免許状（公民） 

文化情報学部 文化情報学科 高等学校教諭一種免許状（情報） 

 メディア情報学科 高等学校教諭一種免許状（情報） 

現代マネジメント学部 現代マネジメント学科 中学校教諭一種免許状 （社会） 

  高等学校教諭一種免許状（公民） 

高等学校教諭一種免許状（商業） 

教育学部 子ども発達学科 幼稚園教諭一種免許状 

  小学校教諭一種免許状 
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  中学校教諭一種免許状 （数学） 

  中学校教諭一種免許状 （音楽） 

  高等学校教諭一種免許状（数学） 

  高等学校教諭一種免許状（音楽） 

  特別支援学校教諭一種免許状 

看護学部 看護学科 養護教諭一種免許状 

 

第２４条の２ 学芸員資格を得ようとする者のために、学芸員資格取得に関する科目を設ける。 

２ 学芸員の資格を得ようとする者は、博物館法（昭和２６年法律第２８５号）に規定する所定の科目を履

修し、別表第８に定める単位を修得しなければならない。 

第２４条の３ 日本語教員資格を得ようとする者のために、日本語教育課程を置く。  

２ 日本語教員資格を得ようとする者は、国際コミュニケーション学部又は文化情報学部に在籍し、卒業に

必要な単位のほかに、別表第８－２に規定する所定の科目を履修し、その単位を修得しなければならない。 

第２４条の４ 削除 

第２４条の５ 司書資格を得ようとする者のために、司書課程を置く。 

２ 司書資格を得ようとする者は、国際コミュニケーション学部、人間関係学部、文化情報学部、現代マネ

ジメント学部又は教育学部に在籍し、卒業に必要な単位のほかに、図書館法（昭和２５年法律第１１８号）

に規定する図書館に関する科目を履修し、別表第８－４に定める所定の単位を修得しなければならない。 

第２４条の６ 司書教諭資格を得ようとする者のために、司書教諭課程を置く。 

２ 司書教諭資格を得ようとする者は、国際コミュニケーション学部、人間関係学部、文化情報学部、現代

マネジメント学部又は教育学部に在籍し、卒業に必要な単位のほかに、教育職員免許法に規定する所定の

単位を修得し、かつ、学校図書館法（昭和２８年法律第１８５号）に規定する所定の科目を履修し、別表

第８－６に定める所定の単位を修得しなければならない。 

第２４条の７ 社会福祉士の資格を得ようとする者のために、社会福祉士試験受験資格取得に関する科目を

設ける。 

２ 社会福祉士試験受験資格を得ようとする者は、人間関係学部人間関係学科に在籍し、卒業に必要な単位

のほかに、社会福祉士及び介護福祉士法（昭和６２年法律第３０号）に基づき社会福祉に関する科目を定

める省令（平成２０年文部科学省・厚生労働省令第３号）に規定する所定の科目を履修し、別表第８－７

に規定する所定の単位を修得しなくてはならない。 

３ 前項の科目の履修方法等に関する事項は、別に定める。  

第２５条 栄養士免許を得ようとする者は、生活科学部管理栄養学科に在籍し、栄養士法施行規則（昭和２

３年厚生省令第２号）別表第一に規定する所定の科目を履修し、その単位を修得しなければならない。 

２ 学長は、前項に規定する所定の科目を履修し、その単位を修得した者に対し、別表第１４に掲げる証明

書を交付する。 

第２５条の２ 管理栄養士国家試験受験資格を得ようとする者は、生活科学部管理栄養学科に在籍し、管理

栄養士学校指定規則（昭和４１年文部省・厚生省令第２号）別表第一に規定する所定の科目を履修し、そ

の単位を修得しなければならない。 

第２５条の３ 保育士資格を得ようとする者は、教育学部子ども発達学科に在籍し、児童福祉法施行規則（昭

和２３年厚生省令第１１号）に規定する所定の科目を履修し、その単位を修得しなければならない。 

第２５条の４ 保健師国家試験受験資格を得ようとする者は、看護学部看護学科に在籍し、卒業に必要な単

位のほかに、保健師助産師看護師法（昭和２３年法律第２０３号）に基づき保健師助産師看護師学校養成

所指定規則（昭和２６年文部省・厚生省令第１号）に規定する本学所定の科目を履修し、その単位を修得

しなければならない。 

第２５条の５ 公認心理師受験資格を得ようとする者は、人間関係学部心理学科に在籍し、公認心理師法施

行規則（平成２９年文部科学省・厚生労働省令第３号）に規定する所定の科目を履修し、その単位を修得

しなければならない。 

２ 前項の科目の履修方法等に関する事項は、別に定める。 

   第６章 卒  業 

第２６条 本学に４年以上在学し、所定の科目を履修して、その単位を修得した者に対し、学部長は、教授

会の審議を経て、卒業を認定する。ただし、本学に再入学、転入学又は編入学した者の、卒業認定に必要
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な本学における在学期間は、再入学、転入学又は編入学した年次に在学する本学の学生の卒業認定に必要

な期間の残余の期間とする。 

２ 学長は、前項の認定に基づき、卒業を定め、卒業証書を授与する。 

第２７条 学長は、前条により本学を卒業した者に、学士の学位を授与する。 

２ 学位授与に関する規程は、別に定める。 

 

   第７章 休学、復学、退学、除籍、再入学、転入学、編入学、転学部、転学

科及び留学 
 

第２８条 学生が病気その他の事由で長期にわたり修学できないときには、所定の様式にしたがって学長に

願い出て、休学することができる。 

第２９条 休学の期間は、１年以内とする。ただし、特別の事情がある場合には、引き続き休学を許可する

ことがある。 

第３０条 休学期間は、通算して４年を超えることができない。 

２ ３年次編入学生の休学期間は通算して２年を、２年次編入学生の休学期間は通算して３年を超えること

ができない。 

３ 休学期間は、修業年限に算入しない。 

第３１条 休学期間中にその事由が消滅したときは、所定の様式によって学長に願い出て、復学することが

できる。 

第３２条 休学期間中は、第４１条及び第４２条に規定する学生納付金を免除し、別に定める在籍料を徴収

する。ただし、中途に復学する場合には、その期の授業料その他を徴収する。 

第３３条 学生が退学しようとするときは、その理由を詳記して学長に願い出て、許可を得なければならな

い。 

第３４条 学生が次の各号の一に該当する場合には、学長は、除籍をすることができる。 

(1) ４年の休学期間を経過した者。ただし、３年次編入学生については２年の休学期間を経過した者、２

年次編入学生については３年の休学期間を経過した者 

(2) ８年の在学期間を経過した者。ただし、３年次編入学生については６年の在学期間を経過した者、２

年次編入学生については７年の在学期間を経過した者 

(3) 授業料その他の納付金の納付の義務を怠り、督促を受けてなお納付しない者 

(4) 授業料その他の納付金を所定の期日までに納付せず、引き続き在籍する意思がないことが明らかに認

められる者 

(5) 行方不明の者 

第３５条 退学した者又は前条第３号により除籍された者が、再入学を願い出た場合には、学長は、当該学

部教授会の審議を経て、相当学年に再入学を許可することがある。 

第３６条 他の大学に在学する女子で、本学への転入学を志願する者又は次の各号の一に該当する女子で編

入学を志願する者があるときは、欠員又は編入学定員のある場合に限り相当学年に転入学又は編入学を許

可することができる。この場合において、第１号中「大学を退学した者」とあるのは、第３年次への編入

学については「大学に２年以上在学して退学した者」、第２年次への編入学については「大学に１年以上在

学して退学した者」に読み替える。 

(1) 大学、短期大学若しくは高等専門学校を卒業した者又は大学を退学した者 

(2) 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者 

(3) 外国において、第３年次への編入学については、学校教育における１４年以上の課程、第２年次への

編入学については、学校教育における１３年以上の課程を修了した者 

 (4) 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）附則第７条の規定に該当する者 

(5) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすも

のに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。） 

(6) 高等学校の専攻科（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすもの

に限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。） 

第３６条の２ 本学は、教育上有益と認めるときは、転入学又は編入学する学生が本学に入学する前に他の

大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を
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含む。）を、教授会の審議を経て、本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。 

２ 本学は、教育上有益と認めるときは、転入学又は編入学する学生が本学に入学する前に行った短期大学

又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、教授会の審議を経て、

本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

第３６条の３ 再入学、転入学又は編入学する者に適用される授業科目、履修方法、単位修得の認定、賞罰

及び学生納付金（入学金を除く。）については、再入学、転入学又は編入学を許可された年次に在学する学

生の例による。 

第３６条の４ 転入学又は編入学については、第８条及び第１０条から第１４条の規定を準用する。 

２ 転入学志望者は、現に在学する大学の学長の転入学に関する承諾書を添えなければならない。 

第３７条 再入学、転入学又は編入学を許可された者は、所定の入学金を納付しなければならない。 

第３７条の２ 学生が、他の学部又は学科に、転学部又は転学科を志望したときは、学長は、当該学部教授

会の審議を経て、転学部又は転学科を許可することがある。  

２ 転学部及び転学科に係る検定料は別表第９に定める額とし、その他転学部及び転学科に関する事項は別

に定める。 

第３８条 本学から他の大学に転学しようとする者は、事由を詳記して学長に願い出て、その承認を得なけ

ればならない。 

第３８条の２ 外国の大学に留学を志願する者は、その３か月前までに学長に願い出て、その許可を受けな

ければならない。 

２ 留学期間は１年間を限度とし、その期間を第４条に定める本学の修業年限に算入することができる。 

３ 前項の留学期間中に修得した科目の単位は、３０単位を超えない範囲で、本学において履修した授業科

目の単位とみなすことができる。 

４ 前項の授業科目の単位については、教授会の審議を経て認定する。 

   第８章 賞  罰 

第３９条 学長は、教育上必要と認めるときは、当該学部教授会の審議を経て、学生に対する賞罰を行う。 

第４０条 学生が学則その他本学の定める諸規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした場合

には、学長は、当該学部教授会の審議を経て、これを懲戒する。 

２ 前項の懲戒は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行うことができる。 

(1) 性行不良で改善の見込がないと認められる者 

(2) 学力劣等で成業の見込がないと認められる者 

(3) 正当な理由がなくて出席常でない者 

(4) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

   第９章 学生納付金 

第４１条 授業料は、別表第１１に定める額とし、前期及び後期に等分して納付しなければならない。ただ

し、特に分納を認めることがある。 

第４２条 教育充実費及び学部教学費は、別表第１１に定める額とし、授業料に添えて納付しなければなら

ない。 

第４２条の２ 在籍料は、別表１１に定める額とする。ただし、前期又は後期のいずれかを休学する者の在

籍料は、年額の半額とする。 

第４３条 新入学生、転入学生及び編入学生の入学金は、別表第１０に定める額とし、指定の日までに納付

しなければならない。 

第４４条 再入学生の入学金は、別表第１０に定める額とし、指定の日までに納付しなければならない。 

第４４条の２ 協定大学からの受入交換留学生については、当該大学との協定に基づき、入学検定料及び学

生納付金の全部又は一部を免除することがある。 

第４５条 通常の卒業期に遅れて、４月から翌年２月までの間に卒業する者に限り、その間の授業料その他

は、卒業の月まで月割として納付するものとする。 

第４６条 既納の学生納付金は、理由の如何を問わず返還しない。 
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   第１０章 科目等履修生、聴講生、特別聴講生、委託生、研究生、外国人特

別学生及び受入交換留学生 
 

第４７条 本学学生以外の者で、本学所定の授業科目のうちの一部について単位修得のために履修を願い出

るときは、本学の授業に支障のない限りにおいて、学長は、当該学部教授会の審議を経て、科目等履修生

として履修を許可することがある。 

２ 科目等履修生に係る検定料は別表第９に、登録料は別表第１０に、履修料は別表第１２に定める額とし、

その他科目等履修生に関する事項は別に定める。 

第４７条の２ 本学学生以外の者で、本学所定の授業科目のうちの一部について聴講を願い出るときは、本

学の授業に支障のない限りにおいて、学長は、当該学部教授会の審議を経て、聴講生として聴講を許可す

ることがある。 

２ 聴講生に係る検定料は別表第９に、登録料は別表第１０に、聴講料は別表第１２に定める額とし、その

他聴講生に関する事項は別に定める。 

第４７条の３ 本学と他の大学との単位互換のための協定に基づき、本学において授業科目の履修を希望す

る者があるとき、学長は、その学生を特別聴講生として履修を許可することができる。 

２ 特別聴講生に係る入学検定料、登録料及び聴講料は徴収しない。 

３ その他特別聴講生に関して必要な事項は、学長が別に定める。 

第４８条 削除 

第４９条 削除 

第５０条 削除 

第５１条 削除 

第５２条 削除 

第５３条 削除 

第５４条 削除 

第５５条 委託生として、公共団体その他の機関から特定の専門事項又は授業科目について研究あるいは修

学委託の願出があるときは、支障のない限り選考のうえ、許可することがある。 

第５６条 委託生の委託期間は、１年以内とする。 

第５７条 委託生の入学金及び委託料は、その都度定める。 

第５８条 研究生として特定の専門事項について研究しようとする者があるときは、支障のない限り選考の

うえ、許可することがある。 

２ 研究生に係る検定料は別表第９に、登録料は別表第１０に、研究料は別表第１２に定める額とし、その

他研究生に関する事項は別に定める。 

第５９条 削除 

第６０条 削除 

第６１条 削除 

第６２条 削除 

第６３条 本学に入学を希望する外国人は、その国籍のある外国公館長の推薦あるものに限り選考のうえ、

外国人特別学生として許可することがある。 

第６４条 前条による志願者は、外国において日本の高等学校に相当する学校を卒業し、又は１２年以上の

学修年限を修了したものに限る。 

第６５条 第６３条による志願者は、日本語に習熟し、受講並びに日常生活に困難のないことを条件とする。 

第６６条 本章の外国人特別学生に関するもののほか第３章から第９章までの各条の規定は、外国人特別学

生にもこれを準用することがある。 

第６６条の２ 第１６条第４項の協定大学から、協定に基づき入学を希望する外国人は、受入交換留学生と

して入学を許可する。 

２ 受入交換留学生の在学期間は１年以内とする。 

３ 受入交換留学生に関する事項は協定書の他、別に定める。 

   第１１章 職員組織 
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第６７条 職員は、教育職員と事務職員とする。ほかに寮監を置く。 

第６８条 教育職員は、学長、教授、准教授、講師、助教及び助手とする。 

第６８条の２ 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

第６８条の３ 本学に、必要に応じて副学長を置く。 

２ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

第６８条の４ 本学に、学長補佐を置く。 

２ 学長補佐は、学生支援、研究支援等に関し学長を補佐する。 

第６８条の５ 本学に、学部長を置く。 

２ 学部長は、学部に関する校務をつかさどる。 

   第１２章 教授会及び協議会 

第６９条 本学の各学部に教授会を置く。 

第７０条 教授会は、学部所属の教授で構成する。ただし、学部長が必要と認めたときには、准教授その他

の職員を加えることができる。 

第７１条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学及び卒業に関する事項 

(2) 学位の授与に関する事項 

(3) 教育課程及び授業に関する事項 

(4) 教員の教育、研究及び社会貢献に係る評価に関する事項 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長並びに学部長及び研究科長（以下この項において「学長等」

という。）がつかさどる教育研究に関する次の事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述

べることができる。 

(1) 学則その他重要な規程類の制定及び改廃に関する事項 

(2) 教員人事に関する事項  

(3) 予算に関する事項 

(4) 学部、学科等に関する事項 

(5) 学生の休学、復学、転学、退学及び除籍に関する事項 

(6) 学生の成績評価及び諸課程修了の認定に関する事項 

(7) 学生の厚生及び生活指導に関する事項 

(8) 学生の賞罰に関する事項 

(9) 科目等履修生、聴講生、研究生等に関する事項 

(10) その他教授会が必要と認めた事項 

第７２条 教授会に関する規定は、別に定める。 

第７３条 本学に学長の諮問機関として協議会を置く。 

第７４条 協議会に関する規定は、別に定める。 

第７５条 削除 

   第１３章 図書館 

第７６条 本学に図書館を附設する。その諸規定は、別に定める。 

   第１４章 学生寮、医務室及び学生相談室 

第７７条 本学に学生寮を附設する。その諸規定は、別に定める。 

第７８条 本学に医務室を置き、職員及び学生の保健衛生のことに当る。 

２ 本学に学生相談室を置き、学生の修学及び精神保健に関する相談に当る。 

   第１５章 大学院 

第７９条 本学に大学院を置く。その諸規定は、別に定める。 
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  附 則 

この学則は、昭和４３年４月１日から施行する。昭和４２年度以前に入学した学生に対しては、今回の改

正前の学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和４６年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は、昭和４７年４月１日から施行する。昭和４６年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和４８年４月１日から施行する。昭和４７年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和４９年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は、昭和５０年４月１日から施行する。昭和４９年度以前に入学した学生に対しては、第４１条

について改正前の学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和５１年４月１日から施行する。昭和５０年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和５２年４月１日から施行する。昭和５１年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和５３年４月１日から施行する。昭和５２年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和５４年４月１日から施行する。昭和５３年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和５５年４月１日から施行する。昭和５４年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和５６年４月１日から施行する。昭和５５年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和５７年４月１日から施行する。昭和５６年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和５８年４月１日から施行する。昭和５７年度以前に入学した学生に対しては、第１７条

のうち関連科目女性論以外について改正前の学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和５９年４月１日から施行する。昭和５８年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和６０年４月１日から施行する。ただし、昭和５９年度以前に入学した学生に対しては、

別表第４（第１７条関係）専門教育科目中、家政学部被服学科の専攻科目のうち被服学特別演習及び文学部

国文学科と英文学科の関連科目のうち海外英語演習以外について改正前の学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和６１年４月１日から施行する。ただし、第４１条の改正規定及び第４３条の改正規定は、
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昭和６１年度以降に入学する学生に適用し、昭和６０年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和６２年４月１日から施行する。昭和６１年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

  附 則 

この学則は、昭和６３年４月１日から施行する。ただし、第４１条の改正規定及び第４３条の改正規定は、

昭和６３年度以降に入学する学生に適用し、昭和６２年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

  附 則 

この学則は、平成元年４月１日から施行する。ただし、第１６条、第１７条、第２４条の２及び別表第８

の改正規定並びに別表第４専門教育科目中家政学部食物学科食物学専攻、家政学部食物学科管理栄養士専攻、

家政学部被服学科の改正規定については、昭和６２年度以降に入学した学生に適用し、昭和６１年度以前の

入学生については、なお、従前の例によることとし、第１１条、第１２条、第１３条、第１５条、第３２条、

第４１条、第４５条、第４６条、第５３条並びに別表第４専門教育科目中文学部国文学科及び文学部英文学

科の改正規定については、平成元年度以降に入学する学生に適用し、昭和６３年度以前の入学生については、

なお従前の例による。 

  附 則 

１ この学則は、平成２年４月１日から施行し、平成２年度以降に入学する学生から適用する。 

２ この学則施行日前に在学した学生で、改正前の学則第２４条に定める教育職員免許状取得資格を得た者、 

教育職員免許法等の一部を改正する法律（昭和６３年法律第１０６号）附則第４項の定めるところにより、

当該免許状に対応する改正後の学則第２４条第３項に規定する免許状に係る所要資格を得たものとみなす。 

３ 平成元年度以前に入学した学生に適用される別表第４（第１７条関係）専門教育科目家政学部被服学科

の表の一部を次のように変更し、平成２年４月１日から施行し、平成元年度以前に入学した学生に適用す

る。表中「被服構成実習Ⅱ※３」の下に「被服造形実習※１」を加える。 

 卒業研究にかかる備考を「卒業研究は、表中の単位数に※印を付した科目中、実習（４単位）、演習（２単

位）、講義（４単位）又は演習（６単位）、講義（４単位）の計１０単位でかえることができる。」に改める。 

  附 則 

１ この学則は、平成３年４月１日から施行する。平成２年度以前に入学した学生に対しては、従前の例に

よる。 

２ 第２条の規定にかかわらず、家政学部食物学科食物学専攻、管理栄養士専攻、同被服学科及び文学部英

文学科は、平成３年３月３１日に当該学部学科又は専攻に在学する者が、当該学部学科又は専攻に在学し

なくなるまでの間、存続するものとする。 

３ 第３条の規定にかかわらず本学の入学定員は、平成３年度から平成１１年度までの間、次のとおりとす

る。 

年  度 

学部 

学科  専攻 

平成３年度～平成１１年度 

入学定員（名） 

生活科学部  

食品栄養学科 １００ 

生活環境学科 １００ 

生活社会科学科 ２２０ 

   計 ４２０ 

  

文学部  

国文学科 １１０ 

英語英米文学科 １１０ 

   計 ２２０ 

  

人間関係学部  

人間関係学科  

 心理学専攻 ８５ 

 社会学専攻 ８５ 

 教育学専攻 ８０ 

   計 ２５０ 
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４ 第１項の規定にかかわらず、第２４条第３項中人間関係学部に係る改正規定、別表第６（第１７条関係）

並びに別表第７（第１７条関係）の表中社会科教育法、地理歴史科教育法、公民科教育法及び教育経営学

に係る改正規定並びに別表第８（第１７条関係）は、平成２年４月１日から施行し、平成２年度以降に入

学した学生に適用する。 

  附 則 

この学則は、平成３年７月１日から施行する。 

  附 則 

１ この学則は、平成４年４月１日から施行する。平成３年度以前に入学した学生に対しては、従前の例に

よる。ただし、別表第４（第１７条関係）専門教育科目生活科学部生活環境学科の表は、平成３年度以降

に入学した学生に適用する。 

２ 第３条の規定にかかわらず本学の入学定員は、平成４年度から平成１１年度までの間、次のとおりとす

る。 

年  度 

学部 

学科  専攻 

平成４年度～平成１１年度 

入学定員（名） 

生活科学部  

食品栄養学科 １００ 

生活環境学科 １００ 

生活社会科学科 ２５０ 

   計 ４５０ 

  

文学部  

国文学科 １１０ 

英語英米文学科 １１０ 

   計 ２２０ 

  

人間関係学部  

人間関係学科  

 心理学専攻 ８５ 

 社会学専攻 ８５ 

 教育学専攻 ８０ 

   計 ２５０ 

３ 別表第９に定める入学検定料は、平成４年度入学志願者から適用する。 

  附 則 

この学則は平成５年４月１日から施行する。平成４年度以前に入学した学生に対しては、従前の例による。

ただし、別表第４（第１７条関係）専門教育科目生活科学部食品栄養学科の表中改正部分については、平成

３年度以降に入学した学生に適用する。 

  附 則 

１ この学則は平成６年４月１日から施行する。平成５年度以前に入学した学生に対しては、従前の例によ

る。 

２ 第３条の規定にかかわらず本学の学生定員は、平成１１年度までの間、次のとおりとする。 

学部 

学科   専攻 

入学定員 

    （名） 

編入学定員 

（第３年次）（名） 

収容定員（名） 

平成６年度 平成７年度～平成１１年度 

生活科学部     

 食品栄養学科 １００ － ４００ ４００ 

 生活環境学科 １００ － ４００ ４００ 

 生活社会科学科 ２５０ － １，０００ １，０００ 

    計 ４５０ － １，８００ １，８００ 

文 学 部     

 国文学科 １１０ － ４４０ ４４０ 

 英語英米文学科 １１０ － ４４０ ４４０ 

    計 ２２０ － ８８０ ８８０ 

人間関係学部     

 人間関係学科     
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  心理学専攻 ８５ １０ ３５０ ３６０ 

  社会学専攻 ８５ １０ ３５０ ３６０ 

  教育学専攻 ８０ １０ ３３０ ３４０ 

    計 ２５０ ３０ １，０３０ １，０６０ 

３ 椙山女学園大学短期大学部を卒業後直ちに編入学する者の入学金については、第４３条の規定にかかわ

らず別に定める。 

４ 平成６年度に人間関係学部人間関係学科心理学専攻第３年次に編入学した者の実験実習費は、第３６条

の３の規定にかかわらず、編入学した年次に３０,０００円を納付するものとする。 

  附 則 

１ この学則は、平成７年４月１日から施行する。ただし、平成６年度以前に入学した学生に対しては、別

表第４生活科学部食品栄養学科の専門教育科目及び別表第１１学生納付金の適用を従前の例によることと

し、第１６条第４項、第１７条、第３８条の２、第４４条の２及び第６６条の２については、平成７年１

月１日から施行する。 

２ 平成７年度に、人間関係学部人間関係学科の第３年次に編入学する者の研修実習費は、第３６条の３の

規定にかかわらず、編入学した年次に２０,０００円を納入するものとする。 

   附 則 

１ この学則は、平成８年４月１日から施行する。ただし、別表第４（第１７条関係）専門教育科目生活科

学部食品栄養学科の表は、平成８年度以降に入学した学生から適用し、平成７年度以前に入学した学生に

対しては、従前の例による。 

   附 則 

１ この学則は、平成９年４月１日から施行する。 

２ 第３条の規定にかかわらず本学の学生定員は、平成１１年度までの間、次のとおりとする。 

学部 

学科  専攻 
入学定員(名) 

編入学定員(第３年次)(名) 収容定員(名) 

平成９年度～平成１１年度 平成９年度～平成１１年度 

生活科学部    

 食品栄養学科 １００ － ４００ 

 生活環境学科 １００ － ４００ 

 生活社会科学科 ２５０ － １，０００ 

    計 ４５０ － １，８００ 

文 学 部    

 国文学科 １０５ １０ ４４０ 

 英語英米文学科 

    計 

１０５ 

２１０ 

１０ 

２０ 

４４０ 

８８０ 

人間関係学部    

 人間関係学科    

  心理学専攻 ８５ １０ ３６０ 

  社会学専攻 ８５ １０ ３６０ 

  教育学専攻 ８０ １０ ３４０ 

    計 ２５０ ３０ １，０６０ 

   附 則 

１ この学則は平成９年４月１日から施行する。ただし、第１６条第１項、第１９条、第２０条、別表第１

（第１７条関係）、別表第２（第１７条関係）、別表第３（第１７条関係）、別表第４（第１７条関係）、別

表第５（第１６条第２項及び第３項関係）、別表第８（第１７条関係）、別表第１３（第２０条関係）及び

第２３条の適用については、平成８年度以前に入学した学生に対しては、従前の例による。 

  第１６条第１項、第１９条、第２０条、別表第１（第１７条関係）、別表第２（第１７条関係）、別表第

３（第１７条関係）、別表第４（第１７条関係）、別表第１３（第２０条関係）及び第２３条の適用につい

ては、平成９年度に文学部と人間関係学部へ入学した学生に対しては、従前の例による。 

  第４条第２項、第３０条第２項、第３４条第１項第１号及び第２号については平成６年度入学生から適

用する。 

２ 別表第１１(第４１条、第４２条関係）の教育充実費は平成９年度入学生から適用し、平成８年度以前に

入学した学生に対しては、従前の例による。 

３ 第７条第１項の春季休業は、平成９年度に限り改正前の学則を適用する。 

   附 則 
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１ この学則は平成１０年４月１日から施行する。 

２ 第３条の規定にかかわらず本学の学生定員は、平成１１年度までの間、次のとおりとする。 

学部 

学科 専攻 
入学定員(名) 

編入学定員(第２年次) (名) 編入学定員(第３年次) (名) 収容定員 (名) 

平成 10 年度～平成 11 年度 平成 10 年度～平成 11 年度 平成 10 年度～平成 11 年度 

生活科学部     

 食品栄養学科 １００ － － ４００ 

 生活環境学科 ９７ ２ ３ ４００ 

 生活社会科学科 ２５０ － － １，０００ 

    計 ４４７ ２ ３ １，８００ 

文学部     

 国文学科 １０５ － １０ ４４０ 

 英語英米文学科 １０５ － １０ ４４０ 

    計 ２１０ － ２０ ８８０ 

人間関係学部     

 人間関係学科     

  心理学専攻 ８５ － １０ ３６０ 

  社会学専攻 ８５ － １０ ３６０ 

  教育学専攻 ８０ － １０ ３４０ 

    計 ２５０ － ３０ １，０６０ 

   附 則（平成１０年学則第２号） 

この学則は平成１０年４月１日から施行する。ただし、第１６条、第４２条第２項、別表第２、第３、第

４、第５、第６、第７、第８、第１１、第１３の適用については、平成９年度以前に入学した学生に対して

は、従前の例による。 

   附 則（平成１０年学則第７号） 

１ この学則は平成１１年４月１日から施行する。平成１０年度以前に入学した学生に対しては、改正前の

学則を適用する。 

２ 第２条の規定にかかわらず、文学部国文学科は、平成１１年３月３１日に当該学部学科に在学する者が、

当該学部学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

３ 第３条の規定にかかわらず本学の学生定員は、平成１１年度までの間、次のとおりとする。 

学部 

学科 専攻 
入学定員(名) 

編入学定員(第２年次) (名) 編入学定員(第３年次) (名) 収容定員 (名) 

平成１０年度～平成１１年度 平成１０年度～平成１１年度 平成１０年度～平成１１年度 

生活科学部     

 食品栄養学科 １００ － － ４００ 

 生活環境学科 ９７ ２ ３ ４００ 

 生活社会科学科 ２５０ － － １，０００ 

    計 ４４７ ２ ３ １，８００ 

文学部     

 日本語日本文学科 １０５ － １０ ４４０ 

 英語英米文学科 １０５ － １０ ４４０ 

    計 ２１０ － ２０ ８８０ 

人間関係学部     

 人間関係学科     

  心理学専攻 ８５ － １０ ３６０ 

  社会学専攻 ８５ － １０ ３６０ 

  教育学専攻 ８０ － １０ ３４０ 

    計 ２５０ － ３０ １，０６０ 

   附 則（平成１０年学則第９号） 

 この学則は、平成１１年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１１年学則第１号） 

この学則は、平成１１年４月１日から施行する、ただし、別表第４（第１７条関係）専門教育科目生活科

学部生活社会科学科、専門教育科目文学部日本語日本文学科の表は、平成１１年度以降に入学した学生から

適用し、平成１０年度以前に入学した学生に対しては、従前の例による。 

   附 則（平成１０年学則第１０号） 

 この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１１年学則第８号） 
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１ この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 第３条の規定にかかわらず、平成１２年３月３１日に食品栄養学科に在学する者は、在学しなくなるま

での間、食品栄養学科に在学するものとする。 

   附 則（平成１１年学則第９号） 

１ この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 第３条の規定にかかわらず、本学臨時的定員を設定する学科・専攻の学生定員は、平成１２年度から平

成１６年度までの間、次のとおりとする。 

           学生定員 

学部・学科・専攻 
年度 入学定員 

編入学定員 
収容定員 

第２年次 第３年次 

生活科学部  生活環境学科 平成１２年度 １３２ ２ ３ ４３８ 

 平成１３年度 １３２ ２ ３ ４７０ 

 平成１４年度 １３２ ２ ３ ５０５ 

 平成１５年度 １３２ ２ ３ ５４０ 

 平成１６年度 １３２ ２ ３ ５４０ 

      

       生活社会科学科 平成１２年度 ２２８   ９７８ 

 平成１３年度 ２０６   ９３４ 

 平成１４年度 １８４   ８６８ 

 平成１５年度 １７７   ７９５ 

 平成１６年度 １７０   ７３７ 

      

文学部    日本語日本文学科 平成１２年度 １０５  １０ ２１０ 

 平成１３年度 １０５  １０ ３２５ 

 平成１４年度 １０５  １０ ４４０ 

 平成１５年度 １００  １０ ４３５ 

 平成１６年度 ９５  １０ ４２５ 

      

       英語英米文学科 平成１２年度 １０５  １０ ４４５ 

 平成１３年度 １０５  １０ ４４０ 

 平成１４年度 １０５  １０ ４４０ 

 平成１５年度 １０５  １０ ４４０ 

 平成１６年度 １０５  １０ ４４０ 

      

人間関係学部 人間関係学科 心理学専攻 平成１２年度 ９５  １０ ３７０ 

 平成１３年度 ９５  １０ ３８０ 

 平成１４年度 ９５  １０ ３９０ 

 平成１５年度 ９５  １０ ４００ 

 平成１６年度 ９０  １０ ３９５ 

      

             社会学専攻 平成１２年度 ８５  １０ ３６０ 

 平成１３年度 ８５  １０ ３６０ 

 平成１４年度 ８５  １０ ３６０ 

 平成１５年度 ８０  １０ ３５５ 

 平成１６年度 ８０  １０ ３５０ 

      

             教育学専攻 平成１２年度 ９０  １０ ３５０ 

 平成１３年度 ９０  １０ ３６０ 

 平成１４年度 ９０  １０ ３７０ 

 平成１５年度 ８５  １０ ３７５ 

 平成１６年度 ８０  １０ ３６５ 

   附 則（平成１１年学則第１１号） 

１ この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 
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２ 別表第９に定める入学検定料は、平成１２年度入学志願者から適用する。 

   附 則（平成１１年学則第１２号） 

 この学則は、平成１２年４月１日から施行する。ただし、平成１１年度以前に入学した学生に対しては、

従前の例による。 

   附 則（平成１１年学則第１４号、平成１２年学則第５号） 

 この学則は、平成１２年４月１日から施行する。ただし、平成１１年度以前に入学した学生に対しては、

従前の例による。 

   附 則（平成１２年学則第２号） 

 この学則は、平成１２年４月１日から施行する。ただし、平成１１年度以前に入学した学生に対しては、

従前の例による。 

   附 則（平成１３年学則第１号） 

１ この学則は、平成１３年４月１日から施行する。ただし、平成１２年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

２ 改正後の第９条第３号、第４号、第５号及び第６号の規定は、平成１３年１月６日から適用する。 

３ 改正後の第２０条の５及び第２１条第２項第３号の規定は、附則第１項ただし書の規定にかかわらず、

平成１２年度以降に入学した学生から適用し、平成１１年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の

例による。 

４ 改正後の第２４条の３の規定及び別表第８－２は、附則第１項ただし書の規定にかかわらず、平成１１

年度以降に入学した学生から適用し、平成１０年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

５ 改正後の別表第９に定める入学検定料、別表第１０に定める入学金及び登録料並びに別表第１２に定め

る履修料及び検定料は、平成１３年度入学志願者から適用する。 

   附 則（平成１３年学則第３号） 

１ この学則は、平成１４年４月１日から施行する。ただし、平成１３年度以前に入学した学生に対しては、

なお、従前の例による。 

２ 改正後の第３条の規定にかかわらず、本学人間関係学部の学生定員は、平成１４年度から平成１６年度

までの間、次のとおりとする。 

           学生定員 

学部・学科・専攻 
年度 入学定員 

編入学定員 
収容定員 

第２年次 第３年次 

人間関係学部 人間関係学科 心理学専攻 平成１４年度   １０ ２９５ 

 平成１５年度   １０ ２１０ 

 平成１６年度    １０５ 

      

             社会学専攻 平成１４年度   １０ ２７５ 

 平成１５年度   １０ １９０ 

 平成１６年度     ９５ 

      

             教育学専攻 平成１４年度   １０ ２８０ 

 平成１５年度   １０ ２００ 

 平成１６年度    １００ 

      

人間関係学部 人間関係学科 平成１４年度 １７０   １７０ 

 平成１５年度 １６０   ３３０ 

 平成１６年度 １５０  １５ ４９５ 

      

人間関係学部 臨床心理学科 平成１４年度 １００   １００ 

 平成１５年度 １００   ２００ 

 平成１６年度 １００  １５ ３１５ 

   附 則（平成１４年学則第１号） 

１ この学則は、平成１４年４月１日から施行する。ただし、平成１３年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

２ 改正後の第２４条第３項中文化情報学部文化情報学科に係る部分、第３７条の２の規定及び別表第９の
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転学部・転学科に係る検定料は、前項ただし書の規定にかかわらず、平成１２年度以降に入学した学生か

ら適用し、平成１１年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

３ 改正後の別表第１３文学部に係る部分は、第１項ただし書の規定にかかわらず、平成１３年度以降に入

学した学生から適用し、平成１２年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

   附 則（平成１４年学則第３号） 

この学則は、平成１４年４月１日から施行する。ただし、平成１３年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

   附 則（平成１４年学則第２号） 

１ この学則は、平成１５年４月１日から施行する。ただし、平成１４年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

２ 椙山女学園大学学則の一部を改正する学則（平成１１年学則第９号）附則第２項の表の平成１５年度及

び平成１６年度における適用については、同表中「生活環境学科」とあるのは、「生活環境デザイン学科」

とする。 

   附 則（平成１５年学則第２号） 

１ この学則は、平成１５年４月１日から施行する。ただし、平成１４年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

２ 改正後の第２条の規定にかかわらず、生活科学部生活社会科学科、文学部日本語日本文学科及び同英語

英米文学科は、平成１５年３月３１日に当該学部学科に在籍する者が、当該学部学科に在籍しなくなるま

での間、存続するものとする。 

３ 改正後の第３条の規定にかかわらず、本学国際コミュニケーション学部表現文化学科の平成１５年度か

ら平成１８年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

 学生定員 

学部・学科・専攻 
年度 入学定員 

編入学定員 
収容定員 

第２年次 第３年次 

国際コミュニケーション学部 
     

表現文化学科 平成１５年度 １００ ― ― １００ 

 平成１６年度 ９５ ４ ― １９９ 

 平成１７年度 ９５ ４ ４ ３０２ 

 平成１８年度 ９５ ４ ４ ４０５ 

４ 改正後の第１２条、第３６条及び別表第９の規定は、平成１５年度の入学志願者から適用する。 

５ 改正後の第７４条第４号の規定は、第１項の規定にかかわらず、平成１４年５月１日から適用する。 

６ 改正後の別表第４人間関係学部人間関係学科にかかる部分及び別表第８－７は、第１項ただし書にかか

わらず、平成１４年度以降に入学した学生から適用し、平成１３年度以前に入学した学生に対しては、な

お従前の例による。 

   附 則（平成１５年学則第３号） 

この学則は、平成１５年９月１日から施行し、改正後の別表第１１の規定は、平成１２年４月１日から適

用する。 

  附 則（平成１６年学則第２号） 

１ この学則は、平成１６年４月１日から施行する。ただし、平成１５年度以前に入学した学生に対しては、 

 なお、従前の例による。 

２ 改正後の第３条の規定にかかわらず、本学生活科学部生活環境デザイン学科及び人間関係学部人間関係 

学科の学生定員は、平成１６年度から平成１９年度までの間、次のとおりとする。 

 学生定員 

学部・学科・専攻 
年度 入学定員 

編入学定員 
収容定員 

第２年次 第３年次 

生活科学部 生活環境デザイン学科 平成１６年度 １３２ ２ ３ ５４０ 

 平成１７年度 １３２ ２ ３ ５４０ 

 平成１８年度 １３２ ２ ３ ５４０ 

 

 

人間関係学部 人間関係学科 

平成１９年度 

 

平成１６年度 

平成１７年度 

平成１８年度 

平成１９年度 

１３２ 

 

１５０ 

１５０ 

１５０ 

１５０ 

２ 

 

― 

― 

― 

― 

３ 

 

１５ 

１５ 

１５ 

１５ 

５４０ 

 

４９５ 

６６０ 

６４０ 

６３０ 
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３ 改正後の別表第８－８は、第１項ただし書にかかわらず、平成１３年度以降に入学した学生から適用し、 

 平成１２年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

４ 改正後の別表第１３国際コミュニケーション学部にかかる部分の規定は、第１項ただし書の規定にかか 

わらず、平成１５年度国際コミュニケーション学部に入学した学生から適用する。  

  附 則（平成１６年学則第３号） 

１ この学則は、平成１６年４月３０日から施行する。 

２ 改正後の第３４条の規定は、平成１６年４月１日から適用する。 

   附 則（平成１７年学則第２号） 

１ この学則は、平成１７年４月１日から施行する。ただし、平成１６年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

２ 改正後の第２２条第４項の規定は、平成１７年度以降に入学した学生から適用し、平成１６年度以前に

入学した学生については、なお従前の例による。 

３ 改正後の第７４条第４号の規定は、平成１６年６月１日から適用する。 

４ 改正後の別表第１０は、平成１７年度入学者から適用する。ただし、平成１７年度に２年次及び３年次

及び平成１８年度に３年次に転入学並びに編入学する者の入学金は、３５０,０００円とする。 

５ 改正後の別表第１３文化情報学部に係る部分の規定は、平成１３年度入学生から適用する。 

   附 則（平成１８年学則第２号） 

１ この学則は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、平成１７年度以前の入学者に対しては、なお

従前の例による。 

２ 改正後の第９条第６号及び第３６条の規定は、平成１８年度入学志願者から適用する。 

３ 改正後の別表第１１は、平成１８年度以降の入学者から適用する。 

４ 改正後の別表第１４は、平成１４年度以降の入学者から適用する。 

附 則（平成１８年学則第４号） 

１ この学則は、平成１９年４月１日から施行する。ただし、平成１８年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

２ 改正後の第２条の規定にかかわらず、生活科学部食品栄養学科食品栄養学専攻及び食品栄養学科管理栄

養士専攻並びに人間関係学部臨床心理学科は、平成１９年３月３１日に当該学部学科専攻に在籍する者が、

当該学部学科専攻に在籍しなくなるまでの間、存続するものとする。 

３ 改正後の第３条の規定にかかわらず、改正前の人間関係学部臨床心理学科における平成１９年度及び平

成２０年度の第３年次編入学定員は、８名とする。 

   附 則（平成１９年学則第１号） 

１ この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 前項の規定にかかわらず、平成１８年度以前の入学者に対しては、なお従前の例による。ただし、改正

後の別表第４生活科学部生活環境デザイン学科の表中「測量学及び実習」並びに同表人間関係学部人間関

係学科の表中「社会調査実習Ⅰ」及び「社会調査実習Ⅱ」については、平成１８年度の入学者から適用し、

改正後の別表第９は、平成１９年度入学志願者から適用する。 

   附 則（平成１９年学則第２号） 

 この学則は、平成１９年９月１日から施行する。 

附 則（平成１９年学則第４号） 

 この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則（平成２０年学則第１号） 

１ この学則は、平成２０年２月２９日から施行する。 

２ 改正後の別表第１４は、平成１６年度以降に入学した学生から適用する。ただし、平成１６年度、平成

１７年度及び平成１８年度に入学した生活科学部食品栄養学科食品栄養学専攻の学生については、同表中

「管理栄養学科」とあるのは「食品栄養学科食品栄養学専攻」、「管理栄養士養成施設名」とあるのは「栄

養士養成施設名」とし、これらの年度に入学した生活科学部食品栄養学科管理栄養士専攻の学生について

は、同表中「管理栄養学科」とあるのは「食品栄養学科管理栄養士専攻」とする。なお、平成１５年度に

入学した学生については、改正前の別表第１４を適用する。ただし、生活科学部食品栄養学科食品栄養学

専攻の学生については、同表中「管理栄養学科」とあるのは「食品栄養学科食品栄養学専攻」、「管理栄養

士養成施設名」とあるのは「栄養士養成施設名」とし、生活科学部食品栄養学科管理栄養士専攻の学生に
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ついては、同表中「管理栄養学科」とあるのは「食品栄養学科管理栄養士専攻」とする。 

   附 則（平成２０年学則第２号） 

１ この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第１６条第１項の規定は、前項の規定にかかわらず、平成１９年４月１日から適用する。ただ

し、平成１８年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

３ 改正後の別表第４及び別表第７は、平成２０年度以降に入学した学生から適用し、平成１９年度以前に

入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

附 則（平成２１年学則第２号） 

１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、平成２０年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

２ 改正後の別表第４現代マネジメント学部現代マネジメント学科に係る部分は、前項ただし書にかかわら

ず、平成２０年度以降に入学した学生から適用し、平成１９年度以前に入学した学生に対しては、なお従

前の例による。 

３ 改正後の別表第８は、第１項ただし書にかかわらず、平成１９年４月１日から適用し、平成１８年度以

前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。  

附 則（平成２１年学則第５号） 

 この学則は、平成２１年１０月１日から施行する。  

附 則（平成２２年学則第１号） 

１ この学則は、平成２２年４月１日から施行する。ただし、別表第２文化情報学部及び現代マネジメント

学部に係る部分、別表第４生活科学部生活環境デザイン学科に係る部分、国際コミュニケーション学部国

際言語コミュニケーション学科及び表現文化学科に係る部分並びに教育学部子ども発達学科に係る部分、

別表第７教職に関する科目の表中「教職実践演習（中・高）」及び「教職実践演習（栄養教諭）」、別表第７

教科又は教職に関する科目の表、別表第８並びに別表第１３現代マネジメント学部に係る部分については、

平成２１年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

２ 改正後の第３条の規定にかかわらず、本学国際コミュニケーション学部の学生定員は、平成２２年度か

ら平成２５年度までの間、次のとおりとする。 

 学生定員 

学部・学科 
年度 入学定員 

編入学定員 
収容定員 

第２年次 第３年次 

国際コミュニケーション学部 
     

国際言語コミュニケーション学科 平成２２年度 １０５   ４   ４ ４４０ 

 平成２３年度 １０５   ０  １０ ４４２ 

 平成２４年度 １０５   ０ １０ ４４４ 

 平成２５年度 １０５   ０  １０ ４４０ 

      

表現文化学科 平成２２年度 ９５   ４   ４ ４００ 

 平成２３年度 ９５   ０  １０ ４０２ 

 平成２４年度 ９５   ０ １０ ４０４ 

 平成２５年度 ９５   ０  １０ ４００ 

   附 則（平成２３年学則第１号） 

この学則は、平成２３年４月１日から施行する。ただし、平成２２年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

  附 則（平成２４年学則第１号） 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第３条の規定にかかわらず、本学教育学部子ども発達学科の学生定員は、平成２４年度から平

成２６年度までの間、次のとおりとする。 

学生定員 

学部・学科 
年度 入学定員 

編入学定員 
収容定員 

第２年次 第３年次 

教育学部 子ども発達学科 平成２４年度 １６０ ２ ３ ６１３ 

 平成２５年度 １６０ ２ ３ ６２６ 

 平成２６年度 １６０ ２ ３ ６３９ 

３ 改正後の第２０条第１項及び第２５条の３の規定並びに別表第２、別表第３－２、別表第４看護学部看

護学科に係る部分、別表第８、別表第８－４及び別表第１３は、第１項の規定にかかわらず、平成２４年
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度以降に入学した学生から適用し、平成２３年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

４ 改正後の別表第４文化情報学部文化情報学科に係る部分は、第１項の規定にかかわらず、平成２３年度

以降に入学した学生から適用し、平成２２年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２４年学則第２号） 

 この学則は、平成２４年６月１日から施行する。 

附 則（平成２５年学則第１号） 

この学則は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、平成２４年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

 附 則(平成２６年学則第２号) 

１ この学則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第３２条、第４２条第２項及び第４２条の２の規定並びに別表第２、別表第４国際コミュニケ

ーション学部に係る部分、別表第７、別表第８－２、別表第１１及び別表第１３は前項の規定にかかわら

ず、平成２６年度以降に入学した学生から適用し、平成２５年度以前に入学した学生に対しては、なお従

前の例による。 

３ 改正後の別表第４現代マネジメント学部に係る部分は、第１項の規定にかかわらず、平成２５年度以降

に入学した学生から適用し、平成２４年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２７年学則第２号）  

１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。  

２ 改正後の第１６条、第１７条及び第２１条の規定並びに別表第２、別表第３－２、別表第４、別表第５、

別表第８－２、別表第８－３、別表第８－５、別表第８－８、別表第８－９及び別表第１３は、前項の規

定にかかわらず、平成２７年度以降に入学した学生から適用し、平成２６年度以前に入学した学生に対し

ては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２８年学則第２号） 

１ この学則は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、平成２７年度以前に入学した学生に対しては、

なお従前の例による。 

２ 改正後の別表第４生活科学部生活環境デザイン学科に係る部分は、前項ただし書にかかわらず、平成２

７年度以降に入学した学生から適用し、平成２６年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例によ

る。 

３ 改正後の別表第１３文化情報学部文化情報学科に係る部分は、第１項ただし書にかかわらず、平成２３

年度以降に入学した学生から適用し、平成２２年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

附 則（平成２９年学則第２号） 

１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第３条の規定にかかわらず、生活科学部生活環境デザイン学科、国際コミュニケーション学部

国際言語コミュニケーション学科、人間関係学部人間関係学科及び心理学科、文化情報学部メディア情報

学科並びに教育学部子ども発達学科の学生定員は、平成２９年度から平成３１年度までの間、次のとおり

とする。 

学生定員 

学部・学科 
年度 入学定員 

編入学定員 
収容定員 

第２年次 第３年次 

生活科学部 

生活環境デザイン学科 

 

 

国際コミュニケーション学部 

 国際言語コミュニケーション学科 

 

 

人間関係学部 

人間関係学科 

 

 

 心理学科 

 

平成２９年度 

平成３０年度 

平成３１年度 

 

平成２９年度 

平成３０年度 

平成３１年度 

 

平成２９年度 

平成３０年度 

平成３１年度 

 

平成２９年度 

平成３０年度 

１３７ 

１３７ 

１３７ 

 

１１０ 

１１０ 

１１０ 

 

１１０ 

１１０ 

１１０ 

 

１１０ 

１１０ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３ 

  ３ 

  ３ 

  

１０ 

１０ 

１０ 

 

  ８ 

  ８ 

 ８ 

  

 ８ 

 ８ 

５４５ 

５５０ 

５５５ 

 

４４５ 

４５０ 

４５５ 

 

４８６ 

４７６ 

４６６ 

 

４２６ 

４３６ 
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文化情報学部 

メディア情報学科 

 

 

教育学部 

子ども発達学科 

平成３１年度 

 

平成２９年度 

平成３０年度 

平成３１年度 

 

平成２９年度 

平成３０年度 

平成３１年度 

１１０ 

 

１００ 

１００ 

１００ 

 

１７０ 

１７０ 

１７０ 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

 ８ 

 

 ３ 

 ３ 

 ３ 

 

 ３ 

 ３ 

 ３ 

４４６ 

 

４６６ 

４４６ 

４２６ 

 

６６２ 

６７２ 

６８２ 

３ 改正後の第２４条の３、別表第４人間関係学部人間関係学科及び心理学科に係る部分、別表第８－２、

別表第８－５、別表第８－７並びに別表第１３人間関係学部に係る部分は、第１項の規定にかかわらず、

平成２８年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

４ 改正後の別表第７教職に関する科目に係る部分は、第１項の規定にかかわらず、平成２８年度以前に入

学した学生に対しては、なお従前の例による。ただし、同表中「視聴覚教育メディア論」を削る部分につ

いては、平成２４年度以降に入学した学生から適用し、平成２３年度以前に入学した学生に対しては、な

お従前の例による。 

附 則（平成３０年学則第２号） 

１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第３条の規定にかかわらず、生活科学部生活環境デザイン学科、国際コミュニケーション学部

国際言語コミュニケーション学科の学生定員は、平成３０年度から平成３２年度までの間、次のとおりと

する。  

学生定員 

学部・学科 
年度 入学定員 

編入学定員 
収容定員 

第２年次 第３年次 

生活科学部 

生活環境デザイン学科 

 

 

国際コミュニケーション学部 

 国際言語コミュニケーション学科 

 

平成３０年度 

平成３１年度 

平成３２年度 

 

平成３０年度 

平成３１年度 

平成３２年度 

１３２ 

１３２ 

１３２ 

 

１１５ 

１１５ 

１１５ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

３ 

３ 

３ 

 

１０ 

１０ 

１０  

５４５ 

５４５ 

５４５ 

 

４５５ 

４６５ 

４７５ 

３ 改正後の第２１条、第２５条の４、別表第４人間関係学部心理学科、現代マネジメント学部現代マネジ

メント学科及び教育学部子ども発達学科に係る部分、別表第７、別表第８－７並びに別表第１３は、第１

項の規定にかかわらず、平成２９年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

４ 別表第４人間関係学部人間関係学科に係る部分は、第１項の規定にかかわらず、平成２９年度以前に入

学した学生に対しては、なお従前の例による。ただし、同表中「心理検査法」を削る部分については、平

成２９年度以降に入学した学生から適用し、平成２８年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例

による。 

附 則（平成３１年学則第２号） 

１ この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第３条の規定にかかわらず、人間関係学部心理学科の学生定員は、平成３１年度から平成３３

年度までの間、次のとおりとする。 

学生定員 

学部・学科 
年度 入学定員 

編入学定員 
収容定員 

第２年次 第３年次 

 

人間関係学部 

心理学科 

 

 

平成３１年度 

平成３２年度 

平成３３年度 

 

１１０ 

１１０ 

１１０ 

 

２ 

２ 

２ 

 

５ 

５ 

５ 

 

４４５ 

４５４ 

４５６ 

３ 改正後の第１６条、第２１条、別表第３－２、別表第４生活科学部生活環境デザイン学科に係る部分、

同表人間関係学部人間関係学科及び心理学科に係る部分、同表教育学部に係る部分、別表第７並びに別表

第１３生活科学部に係る部分は、第１項の規定にかかわらず、平成３０年度以前に入学した学生に対して

は、なお従前の例による。 

４ 平成３１年度以降に再入学、転入学又は編入学する者のうち、教育公務員特例法等の一部を改正する法

律（平成２８年法律第８７号）附則第５条に規定する教育職員免許法の一部改正に伴う経過措置が適用さ
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れない者の教育職員免許状取得に係る授業科目及び履修方法は、学則第３６条の３の規定にかかわらず、

改正後の同法及び本学則の規定を適用するものとする。 

   附 則（令和２年学則第２号） 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第３条の規定にかかわらず、生活科学部生活環境デザイン学科、人間関係学部人間関係学科及

び心理学科、文化情報学部メディア情報学科並びに現代マネジメント学部現代マネジメント学科の学生定

員は、令和２年度から令和４年度までの間、次のとおりとする。 

学生定員 

学部・学科 
年度 入学定員 

編入学定員 
収容定員 

第２年次 第３年次 

生活科学部 

生活環境デザイン学科 

 

令和２年度 

令和３年度 

令和４年度 

１３７ 

１３７ 

１３７ 

２ 

２ 

２ 

  ２ 

  ２ 

  ２ 

５４９ 

５４８ 

５５３ 

人間関係学部 

人間関係学科 

 

令和２年度 

令和３年度 

令和４年度 

１００ 

１００ 

１００ 

 

 

 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

４４０ 

４２４ 

４１４ 

 心理学科 

 

 

 

令和２年度 

令和３年度 

令和４年度 

 

１１０ 

１１０ 

１１０ 

 

２ 

２ 

２ 

 

  ３ 

 ３ 

 ３ 

  

４５２ 

４５２ 

４５２ 

 

文化情報学部 

メディア情報学科 

 

 

令和２年度 

令和３年度 

令和４年度 

 

１００ 

１００ 

１００ 

 

 

 

 

 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 

４０５ 

４０４ 

４０４ 

 

現代マネジメント学部 

現代マネジメント学科 

 

 

令和２年度 

令和３年度 

令和４年度 

 

１８０ 

１８０ 

１８０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６９０ 

７００ 

７１０ 

 

３ 改正後の第１６条、第２４条の４、別表第４国際コミュニケーション学部国際言語コミュニケーション

学科及び表現文化学科に係る部分、同表文化情報学部文化情報学科及びメディア情報学科に係る部分、別

表第８－２、別表第８－３並びに別表第１３文化情報学部に係る部分は、第１項の規定にかかわらず、令

和元年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

附 則（令和３年学則第１号） 

 この学則は、令和３年４月１日から施行する。ただし、令和２年度以前に入学した学生に対しては、なお

従前の例による。 

附 則（令和４年学則第２号） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第２４条の規定、別表第２生活科学部管理栄養学科に係る部分、別表第４生活科学部管理栄養

学科、人間関係学部人間関係学科、人間関係学部心理学科及び教育学部子ども発達学科に係る部分、別表

第７、別表第１３生活科学部に係る部分並びに別表第１４は、前項の規定にかかわらず、令和４年度以降

に入学した学生から適用し、令和３年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。  

  附 則（令和５年学則第２号） 

１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第２４条の規定、別表第３－２、別表第４生活科学部生活環境デザイン学科に係る部分及び別

表第７は、前項の規定にかかわらず、令和４年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

３ 改正後の別表第２は、第１項の規定にかかわらず、令和４年度以降に入学した学生から適用し、令和３

年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例によるものとする。ただし、令和３年度以前に入学し

た学生については、同表中「インターンシップⅡ」の下に「キャリア形成実習Ⅰ」及び「キャリア形成実

習Ⅱ」を加え、その取扱いは、次のとおりとする。 

授業科目 単位数 必修 備考 

インターンシップⅠ 1  
令和４年度以前に履修した場合のみ適用 

インターンシップⅡ 1  

キャリア形成実習Ⅰ 1  
令和５年度以降に履修した場合のみ適用 

キャリア形成実習Ⅱ 1  

 



23 

４ 改正後の別表第８は、第１項の規定にかかわらず、令和４年度以前に入学した学生に対しては、なお従

前の例による。ただし、同表中「視聴覚教育メディア論」を削る部分については、平成２９年度以降に入

学した学生から適用し、平成２８年度以前に入学した学生に対しては、なお従前の例による。 

５ 改正後の別表第９は、第１項の規定にかかわらず、令和３年度大学入学共通テストから適用する。 

 

 



別表第１（第１７条関係）

全学共通科目

単位数

2

別表第２（第１７条関係）

教養教育科目

生活科学部 管理栄養学科

単位数 必修

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語Ａ） 1 1

外国語（英語Ｂ） 1 1

外国語（英語Ｃ） 1 1

外国語（英語Ｄ） 1 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1

外国語（中国語Ⅱ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2

健康科学 1

スポーツ実習Ａ 1

スポーツ実習Ｂ 1

ファーストイヤーゼミ 1 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

備 考

必修

授 業 科 目

人間論

授 業 科 目 備 考

領
域
１

 
思
想
と
表
現

領域６を含めたうちから
６単位以上選択履修

２２単位
以上の履修
が必要

 
領
域
２

 
 
歴
史
と
社
会

領
域
３

自
然
と

科
学
技
術

２単位以上選択履修

領
域
４

数
理
と

情
報

必修を含め２単位以上
選択履修

領
域
５

言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

必修を含め４単位以上
選択履修

領
域
６

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

  領域１、領域２を含めた
  うちから６単位以上選択
  履修

領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア

必修を含め１単位以上
選択履修
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教養教育科目

生活科学部 生活環境デザイン学科

単位数 必修

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語Ａ） 1 1

外国語（英語Ｂ） 1 1

外国語（英語Ｃ） 1 1

外国語（英語Ｄ） 1 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1

外国語（中国語Ⅱ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2

健康科学 1

スポーツ実習Ａ 1

スポーツ実習Ｂ 1

ファーストイヤーゼミ 1 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

授 業 科 目 備 考

領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア

必修を含め２単位以上
選択履修

 

領
域
１

 
 

思
想
と
表
現

領域６を含めたうちから
６単位以上選択履修

２８単位
以上の履修
が必要

 

領
域
２

 
 

歴
史
と
社
会

領
域
３

自
然
と

科
学
技
術

２単位以上選択履修

領
域
４

数
理
と

情
報

必修を含め２単位以上
選択履修

領
域
５

言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

必修を含め４単位以上
選択履修

領
域
６

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

領域１、領域２を含めた
うちから６単位以上選択
履修
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教養教育科目

国際コミュニケーション学部 国際言語コミュニケーション学科

単位数 必修 備 考

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語Ａ） 1

外国語（英語Ｂ） 1

外国語（英語Ｃ） 1

外国語（英語Ｄ） 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1

外国語（中国語Ⅱ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2

健康科学 1

スポーツ実習Ａ 1

スポーツ実習Ｂ 1

ファーストイヤーゼミ 1 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

授 業 科 目

領
域
１

思
想
と
表
現

必修を含め領域１から領域６までの
うち５つ以上の領域から１９単位以上
選択履修

領
域
２

歴
史
と
社
会

領
域
３

自
然
と

科
学
技
術

領
域
４

数
理
と

情
報

領
域
５

言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

領
域
６

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア

   必修を含め１単位以上選択必修
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教養教育科目

国際コミュニケーション学部 表現文化学科

単位数 必修 備 考

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語Ａ） 1

外国語（英語Ｂ） 1

外国語（英語Ｃ） 1

外国語（英語Ｄ） 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1

外国語（中国語Ⅱ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2

健康科学 1

スポーツ実習Ａ 1

スポーツ実習Ｂ 1

ファーストイヤーゼミ 1 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア

   必修を含め１単位以上選択必修

授 業 科 目

領
域
１

思
想
と
表
現

必修を含め領域１から領域６までの
うち５つ以上の領域から１９単位以上
選択履修

領
域
２

歴
史
と
社
会

領
域
３

自
然
と

科
学
技
術

領
域
４

数
理
と

情
報

領
域
５

言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

領
域
６

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ
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教養教育科目

人間関係学部 人間関係学科

単位数 必修

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語Ａ） 1 1

外国語（英語Ｂ） 1 1

外国語（英語Ｃ） 1 1

外国語（英語Ｄ） 1 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1

外国語（中国語Ⅱ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2

健康科学 1

スポーツ実習Ａ 1 1

スポーツ実習Ｂ 1 1

ファーストイヤーゼミ 1 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

授 業 科 目 備 考

領
域
１

思
想
と
表
現

  ２単位以上
  選択履修

２７単位
以上の履修
が必要

領
域
２

歴
史
と
社
会

  ２単位以上
  選択履修

領
域
３

自
然
と

科
学
技
術

  ２単位以上
  選択履修

領
域
４

数
理
と

情
報

領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア

  必修を含め１単位以上
  選択履修

  必修を含め
  ２単位以上
  選択履修

領
域
５

言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

必修を含め２単位以上
  選択履修

必修を含め４単位以上選択履修

※外国人留学生は、国際交流
科目のうち所定の日本語科目
４単位必修

領
域
６

 
健
康
と

 
ス
ポ
ー

ツ
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教養教育科目

人間関係学部 心理学科

単位数 必修

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語Ａ） 1 1

外国語（英語Ｂ） 1 1

外国語（英語Ｃ） 1 1

外国語（英語Ｄ） 1 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1

外国語（中国語Ⅱ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2

健康科学 1

スポーツ実習Ａ 1 1

スポーツ実習Ｂ 1 1

ファーストイヤーゼミ 1 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

授 業 科 目 備 考

２７単位
以上の履修
が必要

領
域
２

歴
史
と
社
会

   ２単位以上
   選択履修

領
域
３

自
然
と

科
学
技
術

領
域
６

 
健
康
と

 
ス
ポ
ー

ツ

必修を含め２単位以上
  選択履修

領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア

   必修を含め１単位以上
   選択履修

   ２単位以上
   選択履修

領
域
４

数
理
と

情
報

必修を含め４単位以上選択履修

※外国人留学生は、国際交流
科目のうち所定の日本語科目
４単位必修

   必修を含め
   ２単位以上
   選択履修

領
域
５

言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

領
域
１

思
想
と
表
現

   ２単位以上
   選択履修
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教養教育科目

文化情報学部 文化情報学科

単位数 必修

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語Ａ） 1 1

外国語（英語Ｂ） 1 1

外国語（英語Ｃ） 1 1

外国語（英語Ｄ） 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1 1

外国語（中国語Ⅱ） 1 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2

健康科学 1

スポーツ実習Ａ 1

スポーツ実習Ｂ 1

ファーストイヤーゼミ 1 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

授 業 科 目 備 考

 
領
域
１

 
思
想
と
表
現

  領域６を含めたうち
  から４単位以上選択
  履修

必修を含め
１９単位以上
選択履修

 
領
域
２

 
歴
史
と
社
会

領
域
３

自
然
と

科
学
技
術

必修を含め４単位以上
選択履修

領
域
４

数
理
と

情
報

 
 
領
域
５

 
 
言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

必修を含め５単位以上
選択履修

領
域
６

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

領域１、領域２を含めた
うちから４単位以上
選択履修

 
領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア

必修を含め１単位以上
選択履修
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教養教育科目

文化情報学部 メディア情報学科

単位数 必修

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語Ａ） 1 1

外国語（英語Ｂ） 1 1

外国語（英語Ｃ） 1 1

外国語（英語Ｄ） 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1 1

外国語（中国語Ⅱ） 1 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2

健康科学 1

スポーツ実習Ａ 1

スポーツ実習Ｂ 1

ファーストイヤーゼミ 1 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

授 業 科 目 備 考

 
領
域
１

 
思
想
と
表
現

   領域６を含めたうち
   から４単位以上選択
   履修

必修を含め
１９単位以上
選択履修

 
領
域
２

 
歴
史
と
社
会

領
域
３

自
然
と

科
学
技
術

必修を含め４単位以上
選択履修

領
域
４

数
理
と

情
報

 
 
領
域
５

 
 
言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

必修を含め５単位以上
選択履修

領
域
６

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

領域１、領域２を含めた
うちから４単位以上
選択履修

 
領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア

必修を含め１単位以上
選択履修
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教養教育科目

　 　現代マネジメント学部 現代マネジメント学科

単位数 必修

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2 2

外国語（英語Ａ） 1 1

外国語（英語Ｂ） 1 1

外国語（英語Ｃ） 1 1

外国語（英語Ｄ） 1 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1

外国語（中国語Ⅱ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2

健康科学 1

スポーツ実習Ａ 1

スポーツ実習Ｂ 1

ファーストイヤーゼミ 1 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

授 業 科 目 備 考

領
域
１

思
想
と
表
現

２単位以上
選択履修

１９単位以上の
履修が必要

領
域
２

歴
史
と
社
会

必修を含め
４単位以上
選択履修

領
域
４

数
理
と

情
報

２単位以上
選択履修

必修を含め
１単位以上
選択履修

領
域
６

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

必修を含め
４単位以上
選択履修

領
域
５

言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

領
域
３

自
然
と

 
科
学
技
術

領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア
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教養教育科目

教育学部 子ども発達学科

単位数 必修

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語Ａ） 1 1

外国語（英語Ｂ） 1 1

外国語（英語Ｃ） 1

外国語（英語Ｄ） 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1

外国語（中国語Ⅱ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2

健康科学 1 1

スポーツ実習Ａ 1 1

スポーツ実習Ｂ 1

ファーストイヤーゼミ 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

授 業 科 目 備 考

領
域
１

思
想
と
表
現

  ４単位以上選択履修
日本国憲法は必修

２０単位以上
選択履修

領
域
２

歴
史
と
社
会

領
域
３

自
然
と

科
学
技
術 ４単位以上選択履修

コンピュータと情報Ⅰ
は必修領

域
４

数
理
と

情
報

領
域
５

言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

２単位必修

１外国語２単位以上
選択必修

領
域
６

健
康
と

 
ス
ポ
ー

ツ

健康科学とスポーツ実習Ａ
は必修

領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア

 ２単位以上選択必修
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教養教育科目

看護学部 看護学科

単位数 必修 備 考

哲学 2

文学 2

芸術 2

心理 2 2

言語 2

人類学 2

歴史 2

法 2

日本国憲法 2 2

経済 2

社会 2

地理 2

教育 2

物理の世界 2

化学の世界 2

環境の科学 2

地球の科学 2

生命の科学 2 2

数理の世界 2

統計の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 2

コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語Ａ） 1 1 １単位必修

外国語（英語Ｂ） 1 1 １単位必修

外国語（英語Ｃ） 1

外国語（英語Ｄ） 1

外国語（ドイツ語Ⅰ） 1

外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

外国語（フランス語Ⅰ） 1

外国語（フランス語Ⅱ） 1

外国語（中国語Ⅰ） 1

外国語（中国語Ⅱ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1

外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1

外国語（スペイン語Ⅰ） 1

外国語（スペイン語Ⅱ） 1

外国語（ハングルⅠ） 1

外国語（ハングルⅡ） 1

健康とスポーツの理論 2 2

健康科学 1

スポーツ実習Ａ 1

スポーツ実習Ｂ 1

ファーストイヤーゼミ 1 1

仕事学入門 2

ライフデザイン 2

ピア・サポート理論と実践 2

キャリア形成実習Ⅰ 1

キャリア形成実習Ⅱ 1

ジェンダー論入門 2

安全学 2

日本語表現法基礎 2

時事問題の理解 2

授 業 科 目

領
域
１

思
想
と
表
現

領
域
２

歴
史
と
社
会

領
域
３

自
然
と

科
学
技
術

領
域
４

数
理
と

情
報

必修の８単位を含め１４単位以上
選択履修

領
域
６

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

領
域
７

女
性
と
キ
ャ

リ
ア

１単位必修

２単位必修

領
域
５

言
語
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

 「外国語（英語Ｃ)・外国語（英語Ｄ）」
 「外国語（中国語Ⅰ）・外国語（中国語

Ⅱ）」「外国語（ポルトガル語Ⅰ）・
外国語（ポルトガル語Ⅱ）」から１外国語
２単位選択必修
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別表第３（第１７条関係）

削 除

別表第３－２（第１７条関係）

学部関連科目

生活科学部 管理栄養学科

授 業 科 目 単位数 備 考

生活経営論 2

生活経済学概論 2

家族関係 2

被服学 2

被服製作（実習を含む。） 2

住居学（製図を含む。） 2

保育学（実習及び家庭看護を含む。） 2

家庭電気・機械（情報処理を含む。） 2

学部関連科目

生活科学部 生活環境デザイン学科

授 業 科 目 単位数 備 考

生活経営論 2

生活経済学概論 2

家族関係 2

被服学 2

被服製作（実習を含む。） 2

食品学 2

栄養学 2

調理実習 1

住居学（製図を含む。） 2

保育学（実習及び家庭看護を含む。） 2

家庭電気・機械（情報処理を含む。） 2

教育職員免許法施行規則に定める
「教科及び教科の指導法に関する
科目」に対応する本学の授業科目
の一部。

教育職員免許法施行規則に定める
「教科及び教科の指導法に関する
科目」に対応する本学の授業科目
の一部。
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別表第４（第１７条関係）

専門教育科目

生活科学部 管理栄養学科

単位数
必 修
単位数

備 考

管理栄養士概論 2 2

基礎有機化学 2 2

食品分析学 2 2

公衆衛生学Ⅰ 2

公衆衛生学Ⅱ 2

公衆衛生学実習 1

社会福祉概論 2

栄養情報処理実習 1

解剖生理学 2

解剖生理学実験 1

疾病の成り立ちⅠ 2

疾病の成り立ちⅡ 2

生化学Ⅰ 2

生化学Ⅱ 2

生化学実験 1

臨床化学実験 1

微生物学 2

運動生理学 2

食品学Ⅰ 2

食品学Ⅱ 2

食品学実験Ⅰ 1

食品学実験Ⅱ 1

食品衛生学 2

食品衛生学実験 1

調理学 2

調理学実習Ⅰ 1

調理学実習Ⅱ 1

基礎栄養学Ⅰ 2

基礎栄養学Ⅱ 2

栄養学実験 1

応用栄養学Ⅰ 2

応用栄養学Ⅱ 2

応用栄養学Ⅲ 2

応用栄養学実習 1

栄養教育論Ⅰ 2

栄養教育論Ⅱ 2

栄養カウンセリング論 2

栄養教育論実習 1

臨床栄養学 2

臨床栄養学実習Ⅰ 1

臨床栄養学実習Ⅱ 1

臨床検査学 2

栄養アセスメント論Ⅰ 2

栄養アセスメント論Ⅱ 2

栄養療法学実習 1

公衆栄養学Ⅰ 2

公衆栄養学Ⅱ 2

公衆栄養学実習 1

給食経営管理論Ⅰ 2

給食経営管理論Ⅱ 2

給食経営管理実習 1

栄養総合演習 2

栄養実習事前・事後演習 1

給食運営管理臨地実習 1

臨床栄養学臨地実習Ⅰ 2

臨床栄養学臨地実習Ⅱ 1 ※

公衆栄養学臨地実習 1 ※

給食経営
管理論

総合演習

臨地実習

専

門

分

野

授 業 科 目

基
盤

分
野

 基礎知識

専

門

基

礎

分

野

社会・環境と
健康

人体の構造と
機能及び疾病の

成り立ち

食べ物と健康

基礎栄養学

応用栄養学

栄養教育論

臨床栄養学

公衆栄養学
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単位数
必 修
単位数

備 考授 業 科 目

薬と栄養 2

小児と栄養 2

介護と栄養 2

食品の機能と安全 2

食品開発概論 2

スポーツと栄養 2

栄養疫学 2

学校栄養教育論 2

学校栄養指導法 2

専門演習 1 1

卒業研究 6 6

※ 管理栄養士国家試験受験資格取得のための必修科目は、専門基礎分野及び専門分野の全科目。
ただし、専門分野の「臨床栄養学臨地実習Ⅱ」「公衆栄養学臨地実習」は、いずれか1単位選択
必修。

展

開

分

野

臨床福祉

食品産業

食育指導

統
合

分
野

専門演習・
卒業研究
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専門教育科目

生活科学部 生活環境デザイン学科

単位数
必 修
単位数

生活環境デザイン 2 2

生活環境デザイン演習 1

人間工学 2

ライフスタイル論 2

色彩と造形 2

住居論 2

デッサン 1

グラフィックデザイン演習 1

生活環境ゼミナール 1 1

生活環境特別実習Ａ（聴講／体験） 1 1

生活環境特別実習Ｂ（学外研修） 1

デザイン企画演習Ａ（デザイン手法） 2

デザイン企画演習Ｂ（調査分析手法） 2

総合企画論 2

総合企画実習 2

繊維基礎科学 2

繊維材料学 2

繊維材料学実験Ⅰ 1

繊維材料学実験Ⅱ 1

アパレル素材学 2

アパレル素材学実験 1

機能繊維材料学 2

繊維染色学 2

繊維染色学実験 1

繊維機能加工学 2

アパレル整理学 2

アパレル整理学実験 1

服装史 2

アパレルデザイン論 2

アパレルデザイン実験 1

アパレル色彩学 2

アパレル色彩学実験 1

アパレル心理学 2

アパレルCAD Ⅰ（テキスタイル） 1

アパレルCAD Ⅱ（パターン） 1

アパレルCAD Ⅲ（プロダクトパターン） 1

アパレル構成学 2

アパレル制作実習Ⅰ（基礎） 2

アパレル設計論 2

アパレル制作実習Ⅱ（設計） 1

アパレル生産論 2

アパレル制作実習Ⅲ（生産） 2

伝統衣服実習 2

アパレル人間工学実験 1

アパレル環境学 2

ファッションドローイング 1

衣生活論 2

ファッションプレゼンテーション 1

ドレーピング 1

アパレル企画論 2

ファッションビジネス論 2

マーケティング論 2

アパレル消費科学 2

テキスタイルアドバイザー実習 1

ア
パ
レ
ル
メ
デ
ィ

ア
分
野
科
目

授 業 科 目 備 考

総

合

科

目

必修を含め
１４単位以上
選択履修
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

インテリアコーディネート演習 2

消費生活論Ａ（消費者問題） 2

アパレル3DCAD演習 1

インテリアの構成と素材 2

インテリアデザイン論 2

福祉環境デザイン論 2

インテリア史 2

インテリア設計実習Ⅰ 2

インテリア設計実習Ⅱ 2

色彩・照明計画演習 2

福祉環境デザイン演習 1

デジタルファブリケーション実習（照明） 2

プロダクトデザイン論Ⅰ（各種材料と加工法） 2

プロダクトデザイン論Ⅱ（家具・福祉用品） 2

プロダクト制作実習（各種材料と加工法） 2

インテリア・プロダクト実験（福祉環境） 2

環境心理学 2

感性デザイン論 2

建築・インテリア企画設計論Ⅰ（基礎） 2

建築・インテリア企画設計論Ⅱ（住宅） 2

構法計画 2

建築法規 2

消費生活論Ｂ（暮らし） 2

西洋建築史 2

日本建築史 2

建築一般架構 2

骨組の力学 2

骨組の力学演習 1

建築施工・積算 2

基礎製図 2

建築・インテリア実習Ⅰ 2

建築・インテリア実習Ⅱ 2

建築・インテリアパース 1

デジタルファブリケーション概論 2

デジタルファブリケーション演習 1

空間CAD・CG演習Ⅰ 1

空間CAD・CG演習Ⅱ 1

空間CAD・CG演習Ⅲ 1

建築企画設計論Ⅰ（建築計画） 2

建築企画設計論Ⅱ（都市計画及び都市施設） 2

建築企画設計論Ⅲ（施設計画） 2

測量学及び実習 2

空気調和設備学 2

給排水衛生設備学 2

居住環境学Ⅰ 2

居住環境学Ⅱ 2

居住環境学演習 2

建築設備学演習 2

居住環境学実験 1

骨組の解析 2

木構造及び再生技術 2

鉄骨構造 2

鉄筋コンクリート構造 2

建築材料学及び実験 2

建築設計実習Ⅰ 2

建築設計実習Ⅱ 2

建築士ゼミナール 1

3 3

3 3卒業研究Ｂ

イ
ン
テ
リ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ト

分
野
科
目

イ
ン
テ
リ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
分
野
及
び

建
築
・
住
居
分
野
共
通
科
目

建
築
・
住
居
分
野
科
目

卒業研究Ａ

ア
パ
レ
ル
メ

デ
ィ

ア
分
野
及

び
イ
ン
テ
リ

ア
・
プ
ロ
ダ
ク

ト
分
野
共
通
科

目
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専門教育科目

国際コミュニケーション学部 国際言語コミュニケーション学科

単位数
必 修
単位数

論理学 2

倫理学 2

女性学 2

世界の宗教 2

記号文化論 2

文学の理論 2

グローバリゼーション論 2

エスニック・スタディーズ 2

国際地域論 2

聖書読解（旧約） 2

聖書読解（新約） 2

西洋美術史 2

文化人類学 2

比較文化論 2

コミュニケーション論 2

日本文化史 2

日中比較文化論 2

東アジア文化論 2

日本伝統文化論 2

日本文学史（上代・中古） 2

日本文学史（中世・近世） 2

日本文学史（近代） 2

日本文学史（現代） 2

社会言語学 2

翻訳言語論 2

英語で読む日本文学 2

クロスカルチュラル・スタディーズ 2

日本語文法Ａ 2

日本語文法Ｂ 2

日本語学概論Ａ 2

日本語学概論Ｂ 2

方言論 2

日本語表現法（文章表現） 2

日本語表現法（話し方） 2

日本語教育方法論Ａ 2

日本語教育方法論Ｂ 2

日本語教育実践論 2

日本語教材・教具研究Ａ 2

日本語教材・教具研究Ｂ 2

Communicative English (Ⅰ) Ａ 1 1

Communicative English (Ⅰ) Ｂ 1 1

Communicative English (Ⅱ) Ａ 1 1

Communicative English (Ⅱ) Ｂ 1 1

Communicative English (Ⅲ) Ａ 1 1

Communicative English (Ⅲ) Ｂ 1 1

Communicative English (Ⅳ) Ａ 1 1

Communicative English (Ⅳ) Ｂ 1 1

Communicative English (Ⅴ) Ａ 1 1

Communicative English (Ⅴ) Ｂ 1 1

Active English Ａ 1

Active English Ｂ 1

Active English Ｃ 1

Active English Ｄ 1

Pre-Academic English (Ⅰ) Ａ 2

Pre-Academic English (Ⅰ) Ｂ 2

専

門

共

通

科

目

専

門

基

礎

科

目
 
 
 

群

国

際

言

語

リ

テ

ラ

シ

ー

科

目

群

授 業 科 目

  ４０単位以上
選択履修

８単位以上
選択履修

備 考
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

Pre-Academic English (Ⅱ) Ａ 2

Pre-Academic English (Ⅱ) Ｂ 2

Pre-Academic English (Ⅲ) Ａ 2

Pre-Academic English (Ⅲ) Ｂ 2

TOEIC 500 Ａ 2

TOEIC 500 Ｂ 2

TOEIC 600 (Ⅰ) Ａ 2

TOEIC 600 (Ⅰ) Ｂ 2

TOEIC 600 (Ⅱ) Ａ 2  うち

TOEIC 600 (Ⅱ) Ｂ 2  Communicative

TOEIC 700 (Ⅰ) Ａ 2  English(Ⅰ)Ａ

TOEIC 700 (Ⅰ) Ｂ 2  ～(Ⅴ)Ｂの

TOEIC 700 (Ⅱ) Ａ 2  １０単位必修

TOEIC 700 (Ⅱ) Ｂ 2  さらに

TOEIC上級Ａ 2  ドイツ語(Ⅰ)Ａ

TOEIC上級Ｂ 2  ～(Ⅲ)Ｂ又は

英語圏留学事情 1  フランス語(Ⅰ)

ドイツ語(Ⅰ)Ａ 1    Ａ～(Ⅲ)Ｂから

ドイツ語(Ⅰ)Ｂ 1  いずれかの言語

ドイツ語(Ⅱ)Ａ 1  を計６単位

ドイツ語(Ⅱ)Ｂ 1  以上選択履修

ドイツ語(Ⅲ)Ａ 1

ドイツ語(Ⅲ)Ｂ 1

ドイツ語(Ⅳ)Ａ 1

ドイツ語(Ⅳ)Ｂ 1

ドイツ語(Ⅴ)Ａ 1

ドイツ語(Ⅴ)Ｂ 1

資格ドイツ語（初級） 2

資格ドイツ語（中級） 2

実践ドイツ語（基礎） 2

実践ドイツ語（中級） 2

ドイツ語読解 2

フランス語(Ⅰ)Ａ 1

フランス語(Ⅰ)Ｂ 1

フランス語(Ⅱ)Ａ 1

フランス語(Ⅱ)Ｂ 1

フランス語(Ⅲ)Ａ 1

フランス語(Ⅲ)Ｂ 1

フランス語(Ⅳ)Ａ 1

フランス語(Ⅳ)Ｂ 1

フランス語(Ⅴ)Ａ 1

フランス語(Ⅴ)Ｂ 1

資格フランス語（初級） 2

資格フランス語（中級） 2

実践フランス語（基礎） 2

実践フランス語（中級） 2

フランス語読解 2

実践中国語（基礎） 2

実践中国語（中級） 2

海外英語演習Ａ 4

海外英語演習Ｂ 4

海外英語演習Ｃ 2

海外英語演習Ｄ 2

海外ドイツ語演習Ａ 2

海外ドイツ語演習Ｂ 4

海外フランス語演習 2

専

門

共

通

科

目

国

際

言

語

リ

テ

ラ

シ

ー

科

目

群
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

Academic English （Ⅰ）Ａ 2

Academic English （Ⅰ）Ｂ 2

Academic English （Ⅱ）Ａ 2

Academic English （Ⅱ）Ｂ 2

Academic Writing ＆ Presentation Ａ 2

Academic Writing ＆ Presentation Ｂ 2

English for Tourism 2

English through Cinema 2

翻訳（英語）Ａ 2

翻訳（英語）Ｂ 2

通訳（英語）Ａ 2

通訳（英語）Ｂ 2

時事英語（Current English） 2

総合ドイツ語Ａ 2

総合ドイツ語Ｂ 2

総合フランス語Ａ 2

総合フランス語Ｂ 2

多文化共生論 2

文化交流論 2

国際社会論 2

グローバルキャリアデザイン 2

Introduction to Linguistics 2

Linguistics 2

世界のさまざまな英語（World Englishes） 2

英語における女性語 2

英語の丁寧表現 2

応用言語学 2

コンピュータ利用の英語研究 2

日英語会話分析 2

英語音声学 2

英語と心理 2

異文化適応論 2

言語コミュニケーション論 2

非言語コミュニケーション論 2

レトリカル･コミュニケーション論 2

Principles of Intercultural Communication 2

異文化コミュニケーション論 2

異文化トレーニング（理論と実践） 2

Communication in Business 2

Introduction to English Literature 2

English Literature 2

Introduction to Social ＆ Cultural Studies 2

スクリーンと文学 2

英語文学の歴史 2

アメリカ史 2

アメリカ社会の諸問題 2

アメリカの人種民族問題 2

ポップカルチャー概論 2

アメリカ映画論 2

スポーツ文化論 2

アメリカン・ポップ・カルチャー 2

アメリカ文化論 2

英語圏文学を読むＡ 2

英語圏文学を読むＢ 2

テクノロジーと文学 2

ポップアート論 2

国
 
際
 
言
 
語
 
コ
 
ミ
 
ュ

 
ニ
 
ケ
 
ー

 
シ
 
ョ

 
ン
 
学
 
科
 
専
 
門
 
科
 
目

ア
ド
ヴ
ァ

ン
ス
ト
科
目
群

英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

英
語
文
化
圏
科
目
群

４つの科目群
のうち、３つ
以上の科目群
から３２単位
以上選択履修
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

ドイツ語圏文学を読む 2

ドイツ語圏文化論 2

フランス語圏文学を読む 2

フランス語圏文化論 2

ドイツ語圏事情（基礎） 2

ドイツ語圏事情（発展） 2

フランス語圏事情（基礎） 2

フランス語圏事情（発展） 2

ヨーロッパ史 2

ヨーロッパ社会論 2

ヨーロッパの諸問題 2

西洋演劇論 2

ヨーロッパ映画論 2

現代思想 2

西洋哲学史（古代・中世） 2

西洋哲学史（近代） 2

ギリシア哲学 2

西洋古典作品論 2

1

1

1

1

1

1

1

1

4 4 ４単位必修

国際比較文化研究ⅡＡ

国際比較文化研究ⅡＢ

表現・コミュニケーション研究ⅠＡ

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
文
化
科
目
群

卒業論文

表現・コミュニケーション研究ⅠＢ

    うち、いずれかの研究
    「ⅠＡ｣、｢ⅠＢ」、｢ⅡＡ｣
    及び「ⅡＢ」を 計４単位以上
    選択履修

卒
業
論
文
準
備
科
目

国際比較文化研究ⅠＢ

国際比較文化研究ⅠＡ

表現・コミュニケーション研究ⅡＢ

表現・コミュニケーション研究ⅡＡ
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専門教育科目

国際コミュニケーション学部 表現文化学科

単位数
必 修
単位数

論理学 2

倫理学 2

女性学 2

世界の宗教 2

記号文化論 2

文学の理論 2

グローバリゼーション論 2

エスニック・スタディーズ 2

国際地域論 2

聖書読解（旧約） 2

聖書読解（新約） 2

西洋美術史 2

文化人類学 2

比較文化論 2

コミュニケーション論 2

日本文化史 2

日中比較文化論 2

東アジア文化論 2

日本伝統文化論 2

日本文学史（上代・中古） 2

日本文学史（中世・近世） 2

日本文学史（近代） 2

日本文学史（現代） 2

社会言語学 2

翻訳言語論 2

英語で読む日本文学 2

クロスカルチュラル・スタディーズ 2

日本語文法Ａ 2

日本語文法Ｂ 2

日本語学概論Ａ 2

日本語学概論Ｂ 2

方言論 2

日本語表現法（文章表現） 2

日本語表現法（話し方） 2

日本語教育方法論Ａ 2

日本語教育方法論Ｂ 2

日本語教育実践論 2

日本語教材・教具研究Ａ 2

日本語教材・教具研究Ｂ 2

Communicative English (Ⅰ) Ａ 1

Communicative English (Ⅰ) Ｂ 1

Communicative English (Ⅱ) Ａ 1

Communicative English (Ⅱ) Ｂ 1

Communicative English (Ⅲ) Ａ 1

Communicative English (Ⅲ) Ｂ 1

Communicative English (Ⅳ) Ａ 1

Communicative English (Ⅳ) Ｂ 1

Communicative English (Ⅴ) Ａ 1

Communicative English (Ⅴ) Ｂ 1

Active English Ａ 1

Active English Ｂ 1

Active English Ｃ 1

Active English Ｄ 1

Pre-Academic English (Ⅰ) Ａ 2

Pre-Academic English (Ⅰ) Ｂ 2

専

門

共

通

科

目

専

門

基

礎

科

目
 
 
 

群

  ３２単位以上
選択履修

国

際

言

語

リ

テ

ラ

シ

ー

科

目

群

授 業 科 目 備 考

    ８単位以上
   選択履修
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

Pre-Academic English (Ⅱ) Ａ 2

Pre-Academic English (Ⅱ) Ｂ 2

Pre-Academic English (Ⅲ) Ａ 2

Pre-Academic English (Ⅲ) Ｂ 2

TOEIC 500 Ａ 2

TOEIC 500 Ｂ 2

TOEIC 600 (Ⅰ) Ａ 2

TOEIC 600 (Ⅰ) Ｂ 2

TOEIC 600 (Ⅱ) Ａ 2

TOEIC 600 (Ⅱ) Ｂ 2

TOEIC 700 (Ⅰ) Ａ 2

TOEIC 700 (Ⅰ) Ｂ 2

TOEIC 700 (Ⅱ) Ａ 2

TOEIC 700 (Ⅱ) Ｂ 2

TOEIC上級Ａ 2

TOEIC上級Ｂ 2

英語圏留学事情 1

ドイツ語(Ⅰ)Ａ 1

ドイツ語(Ⅰ)Ｂ 1

ドイツ語(Ⅱ)Ａ 1

ドイツ語(Ⅱ)Ｂ 1

ドイツ語(Ⅲ)Ａ 1

ドイツ語(Ⅲ)Ｂ 1

ドイツ語(Ⅳ)Ａ 1

ドイツ語(Ⅳ)Ｂ 1

ドイツ語(Ⅴ)Ａ 1

ドイツ語(Ⅴ)Ｂ 1

資格ドイツ語（初級） 2

資格ドイツ語（中級） 2

実践ドイツ語（基礎） 2

実践ドイツ語（中級） 2

ドイツ語読解 2

フランス語(Ⅰ)Ａ 1

フランス語(Ⅰ)Ｂ 1

フランス語(Ⅱ)Ａ 1

フランス語(Ⅱ)Ｂ 1

フランス語(Ⅲ)Ａ 1

フランス語(Ⅲ)Ｂ 1

フランス語(Ⅳ)Ａ 1

フランス語(Ⅳ)Ｂ 1

フランス語(Ⅴ)Ａ 1

フランス語(Ⅴ)Ｂ 1

資格フランス語（初級） 2

資格フランス語（中級） 2

実践フランス語（基礎） 2

実践フランス語（中級） 2

フランス語読解 2

実践中国語（基礎） 2

実践中国語（中級） 2

海外英語演習Ａ 4

海外英語演習Ｂ 4

海外英語演習Ｃ 2

海外英語演習Ｄ 2

海外ドイツ語演習Ａ 2

海外ドイツ語演習Ｂ 4

海外フランス語演習 2

専

門

共

通

科

目

国

際

言

語

リ

テ

ラ

シ

ー

科

目

群

  うち
Communicative
English(Ⅰ)Ａ
～(Ⅴ)Ｂ、

ドイツ語(Ⅰ)Ａ
～(Ⅴ)Ｂ又は

フランス語(Ⅰ)Ａ
～(Ⅴ)Ｂから
いずれかの言語
を計１０単位
以上選択履修

45



単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

万葉歌人論 2

源氏物語論 2

源氏物語精読 2

日記文学 2

説話・物語文学 2

和歌文学 2

能・狂言 2

歌舞伎 2

江戸の文化 2

俳諧 2

中国文学 2

中国古典読解 2

アメリカ史 2

ヨーロッパ史 2

ギリシア哲学 2

西洋古典作品論 2

西洋哲学史（古代・中世） 2

西洋哲学史（近代） 2

日本語の歴史Ａ 2

日本語の歴史Ｂ 2

英語圏文学を読むＡ 2

英語圏文学を読むＢ 2

英語文学の歴史 2

近現代日本文学読解Ａ 2

近現代日本文学読解Ｂ 2

近現代日本文学読解Ｃ 2

西洋演劇論 2

アメリカ社会の諸問題 2

アメリカの人種民族問題 2

アメリカ文化論 2

都市とジェンダー 2

ドイツ語圏文学を読む 2

ドイツ語圏文化論 2

フランス語圏文学を読む 2

フランス語圏文化論 2

ドイツ語圏事情（基礎） 2

ドイツ語圏事情（発展） 2

フランス語圏事情（基礎） 2

フランス語圏事情（発展） 2

ヨーロッパ社会論 2

ヨーロッパの諸問題 2

総合ドイツ語Ａ 2

総合ドイツ語Ｂ 2

総合フランス語Ａ 2

総合フランス語Ｂ 2

アジア映画論 2

アメリカ映画論 2

ヨーロッパ映画論 2

スクリーンと文学 2

アニメ・マンガ文化論 2

ポップアート論 2

パフォーミング・アーツ論 2

女性文学（日本） 2

女性文学（海外） 2

エンターテインメント概論 2

エンターテインメント文化論 2

ノンセンス文学 2

テクノロジーと文学 2

ファッション論 2

現代マスコミ論 2

ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
科
目
群

ポ
ッ

プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
科
目
群

表

現

文

化

学

科

専

門

科

目

モ
ダ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
科
目
群

    4つの科目群
のうち、３つ
以上の科目群
から４０単位
以上選択履修
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

児童文学 2

現代音楽論 2

アメリカン・ポップ・カルチャー 2

スポーツ文化論 2

ポップカルチャー概論 2

現代思想 2

ライフヒストリー 2

ドキュメント制作 2

マンガ創作 2

演劇・パフォーマンス 2

シナリオ創作 2

映像表現論 2

詩歌創作（習作） 2

詩歌創作（発展） 2

小説創作（習作） 2

小説創作（発展） 2

エッセイ創作（習作） 2

エッセイ創作（発展） 2

書写・書道Ａ 2

書写・書道Ｂ 2

広告プロデュース 2

エディティング（編集） 2

ローカル・エリア・スタディーズ 2

多文化共生論 2

文化交流論 2

国際社会論 2

グローバルキャリアデザイン 2

1

1

1

1

1

1

1

1

4 4

 
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ヴ
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
科
目
群

卒
業
論
文
準
備
科
目

表現・コミュニケーション研究ⅡＢ

国際比較文化研究ⅠＡ

表現・コミュニケーション研究ⅡＡ

卒業論文 ４単位必修

国際比較文化研究ⅠＢ

国際比較文化研究ⅡＢ

国際比較文化研究ⅡＡ

表現・コミュニケーション研究ⅠＡ

表現・コミュニケーション研究ⅠＢ

     うち、いずれかの研究
     「ⅠＡ｣、｢ⅠＢ」、｢ⅡＡ｣
     及び「ⅡＢ」を 計４単位以上
     選択履修
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専門教育科目

人間関係学部 人間関係学科

単位数
必 修
単位数

人間関係論Ａ 2 2

人間関係論Ｂ 2 2

人間関係の諸相Ａ 2 2

人間関係の諸相Ｂ 2 2

人間関係の諸相Ｃ 2 2

基礎演習Ａ 1 1

基礎演習Ｂ 1 1

卒論事前指導ゼミ 1 1

乳幼児心理学 2

児童心理学 2

人間形成の歴史 2

人間形成の思想 2

子ども論 2

子どもと遊び 2

保育論 2

幼児教育論 2

青少年論Ａ 2

青少年論Ｂ 2

親子関係論 2

子育ての心理学 2

現代教育論 2

国際化と教育 2

生涯学習論 2

教師の世界 2

非行問題 2

社会福祉論Ａ 2

社会福祉論Ｂ 2

福祉コミュニティ論 2

社会保障論Ａ 2

社会保障論Ｂ 2

貧困に対する支援 2

福祉サービスの組織と経営 2

子ども・家庭福祉論 2

高齢者福祉論 2

障害者福祉論 2

ソーシャルワーク論Ⅰ 2

ソーシャルワーク論Ⅱ 2

ソーシャルワークの基礎 2

ソーシャルワークⅠ 2

ソーシャルワークⅡ 2

ソーシャルワークⅢ 2

人体の構造と機能及び疾病 2

権利擁護を支える法制度 2

司法福祉論 2

保健医療 2

社会学概論 2

家族社会論 2

学校と社会 2

地域社会論 2

地域社会と人間 2

産業と労働 2

組織と人間 2

現代社会論 2

社会調査論 2

社会調査の技法 2

データの整理と分析 2

フィールドワーク論 2

備 考授 業 科 目

学
科
共
通

科
目

基

幹

科

目

学
部
共

通
科
目

発

展

科

目

学
科
共
通
演

習
実
習
科
目

４単位必修

６単位必修

３単位必修
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単位数
必 修
単位数

備 考授 業 科 目

地球環境と人間 2

生命科学と人間 2

エスニシティ論 2

情報科学と人間Ａ 2

情報科学と人間Ｂ 2

文化人類学 2

比較文化論 2

情報倫理学 2

人間の歴史 2

生命倫理学 2

身体としての人間 2

スポーツ文化論 2

生涯スポーツの方法と技術 2

臨床哲学 2

人間環境論 2

ライフスタイル論 2

女性とライフステージ 2

女性と社会Ａ 2

女性と社会Ｂ 2

女性と職業生活Ａ 2

女性と職業生活Ｂ 2

生活意識論 2

生徒指導論（進路指導を含む。） 2

教育相談 2

ジェンダー・セクシュアリティ論Ａ 2

ジェンダー・セクシュアリティ論Ｂ 2

国際社会とジェンダー 2

女性史 2

心理学総論 2

健康・医療心理学 2

感情・人格心理学 2

教育・学校心理学 2

福祉心理学 2

障害者・障害児心理学 2

発達心理学 2

行動心理学 2

青年心理学 2

学習・言語心理学 2

産業・組織心理学 2

社会・集団・家族心理学Ａ（社会・集団心理学） 2

社会・集団・家族心理学Ｂ（家族心理学） 2

司法・犯罪心理学 2

成人心理学 2

比較行動学 2

知覚・認知心理学 2

神経・生理心理学 2

発達臨床心理学 2

社会心理学特論 2

マスメディア論 2

コミュニケーション論 2

臨床心理学概論 2

日本史Ａ 2

日本史Ｂ 2

外国史Ａ 2

外国史Ｂ 2

外国史Ｃ 2

人文地理学 2

自然地理学 2

地誌 2

発

展

科

目

関

連

科

目

３０単位以上選択履修
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単位数
必 修
単位数

備 考授 業 科 目

法律学（国際法を含む。） 2

政治と社会（国際政治を含む。） 2

経済学（国際経済を含む。） 2

宗教と社会 2

カリキュラムの創造 2

教育の方法と技術（情報通信技術の活用を含む。） 2

博物館概論 2

博物館経営論 2

博物館資料論 2

博物館資料保存論 2

博物館展示論 2

博物館教育論 2

博物館情報・メディア論 2

社会調査実習Ａ 1

社会調査実習Ｂ 1

海外演習Ａ 2

海外演習Ｂ 2

ケースメソッド 1

演習 1

8 8

4

演
習
実
習
科
目

関

連

科

目

卒業論文

４単位以上選択履修
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専門教育科目

人間関係学部 心理学科

単位数
必 修
単位数

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

国際社会とジェンダー

５単位必修

ライフスタイル論

社会学概論

関係行政論

生涯スポーツの方法と技術

生命倫理学

臨床哲学

健康・医療心理学

福祉心理学

教育・学校心理学

司法・犯罪心理学

産業・組織心理学

８単位必修

４単位必修

ジェンダー・セクシュアリティ論Ａ

ジェンダー・セクシュアリティ論Ｂ

人体の構造と機能及び疾病

精神疾患とその治療

身体としての人間

スポーツ文化論

行動心理学

精神分析

心理療法

心理的アセスメント

心理学的支援法

知覚・認知心理学

成人心理学

発達臨床心理学

障害者・障害児心理学

青年心理学

乳幼児心理学

児童心理学

子ども論

子どもと遊び

社会心理学特論

社会・集団・家族心理学Ｂ（家族心理学）

親子関係論

子育ての心理学

発達心理学

学
科
共
通
演

習
実
習
科
目

心理学実験

心理学特殊実験

卒論事前指導ゼミ

発

展

科

目

授 業 科 目 備 考

学
科
共
通
科
目

心理学概論

心理学研究法

心理学統計法

心理学統計法特論

基

幹

科

目

学
部
共

通
科
目

人間関係論Ａ

認知心理学特論

学習・言語心理学

感情・人格心理学

神経・生理心理学

比較行動学

社会・集団・家族心理学Ａ（社会・集団心理学）

人間関係論Ｂ

公認心理師の職責

臨床心理学概論
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

障害者福祉論

教育相談

国際化と教育

 ３０単位以上選択履修

発

展

科

目

関

連

科

目
自然地理学

人文地理学

情報科学と人間Ｂ

データの整理と分析

情報倫理学

文化人類学

社会調査の技法

日本史Ａ

日本史Ｂ

外国史Ａ

外国史Ｂ

外国史Ｃ

比較文化論

エスニシティ論

地球環境と人間

人間環境論

生命科学と人間

情報科学と人間Ａ

生活意識論

家族社会論

女性と社会Ａ

女性と社会Ｂ

女性史

女性と職業生活Ａ

女性と職業生活Ｂ

産業と労働

女性とライフステージ

組織と人間

生涯学習論

子ども・家庭福祉論

高齢者福祉論

保育論

社会保障論Ａ

社会保障論Ｂ

幼児教育論

社会調査論

社会福祉論Ａ

社会福祉論Ｂ

地域社会論

非行問題

フィールドワーク論

コミュニケーション論

マスメディア論

現代社会論

地域社会と人間

青少年論Ｂ

人間形成の思想

人間形成の歴史

人間の歴史

青少年論Ａ

学校と社会

現代教育論

教師の世界

生徒指導論（進路指導を含む。）
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

2

2

1

1

8 8

関

連

科

目

  ４単位以上選択履修

博物館展示論

博物館教育論

博物館情報・メディア論

心理実習Ⅱ

心理演習

博物館資料保存論

4
演習

地誌

卒業論文

経済学（国際経済を含む。）

演
習
実
習
科
目

博物館概論

博物館経営論

博物館資料論

教育の方法と技術（情報通信技術の活用を含む。）

カリキュラムの創造

宗教と社会

海外演習Ｂ

ケースメソッド

社会調査実習Ａ

心理実習Ⅰ

心理実習Ⅲ

社会調査実習Ｂ

海外演習Ａ

法律学（国際法を含む。）

政治と社会（国際政治を含む。）
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専門教育科目

文化情報学部 文化情報学科

単位数
必 修
単位数

学
部

共
通

文化情報論 2 2 ２単位必修

レポート・論文技法 2

日本語表現法 2

日本語論 2

言語学概論 2

プレゼンテーション技法 2

ワークショップ技法 2

ソーシャル・スキル・トレーニング 2

キャリアデザイン 2

メディア・リテラシー 2

インターネット基礎 2

情報セキュリティと倫理 2

デジタルメディア基礎 2

情報科学基礎 2

情報処理論 2 2

ホームステイ・イングリッシュ 1

中国語基礎文法 1 1

中国語基礎会話 1

実践中国語Ａ 1

実践中国語Ｂ 1

海外言語文化演習Ａ 2

海外言語文化演習Ｂ 2

海外言語文化演習Ｃ 2

海外言語文化事情Ａ 1

海外言語文化事情Ｂ 1

海外言語文化事情Ｃ 1
演
習

基礎演習 1 1 １単位必修

日本の伝統と文化 2

東海・名古屋研究 2

物質文化論 2

音楽と芸能 2

日常動作法 2

図書館概論 2

図書・図書館史特論 2

博物館概論 2

デジタルアーカイブ論 2 2

アジア文化交流論 2 2

アジアの都市 2

現代中国の社会と文化 2

韓国文化論 2

アジアのことば 2

文化と地域 2

地域デザイン論 2

観光学 2

観光とホスピタリティ 2

社会組織論 2

女性とライフコース 2 2

都市計画論 2

ビジネスと情報 2

情報産業 2

リスクマネジメント 2

マーケティング論 2

地域創造学 2

まちづくり学 2

社会調査入門 2

必修を含め
３４単位以上
選択履修

基

幹

科

目

文
化
・
ア
ー

カ
イ
ブ
ス

社
会
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

必修を含め６単位
以上選択履修

必修を含め６単位
以上選択履修

ア
ジ
ア
・
地
域
・
ツ
ー

リ
ズ
ム

必修を含め６単位
以上選択履修

授 業 科 目 備 考

基

礎

教

育

科

目

日
本
語
・
ソ
シ
オ
ス
キ
ル
ズ

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

必修を含め４単位
以上選択履修

外

国

語

４単位以上
選択履修

必修を含め
２単位以上
選択履修

必修を含め
１５単位以上
選択履修
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

情報社会と情報技術 2

情報処理概論 2 2

情報処理演習 1

情報通信論 2

データベースシステム 2

情報デザイン論 2

webデザイン 2

グラフィックデザイン 2

サウンドデザイン 2

人工知能 2

プログラミング１ 2

プログラミング２ 2
演
習

基幹演習 1 1 １単位必修

日本文化論 2

比較文化論 2

文化遺産論 2

パフォーミング・アート 2

日本事情英語 2

図書館サービス概論 2

情報サービス論 2

博物館経営論 2

博物館情報・メディア論 2

実務応用演習Ａ 2

アジア地域論 2

東アジア地誌論 2

東アジアの社会と経済 2

グローバル社会論 2

国際関係論 2

アジア文化史 2

観光デザイン論 2

観光産業論 2

観光英語 1

フィールドワーク技法 2

実務応用演習Ｂ 2

多文化共生社会 2

グローバルビジネス 2

ビジネス英語 1

情報ネットワーク社会論 2

経営情報システム 2

現代産業事情 2

職業と雇用 2

コミュニティデザイン論 2

実務応用演習Ｃ 2

情報システム論 2

ハードウェア論 2

ソフトウェア論 2

通信ネットワーク論 2

インターネット論 2

画像情報論 2

知能情報システム 2

データベース演習 1

プログラミング応用 2

シミュレーション 2

三次元グラフィックス 2

映像・アニメーション制作 2

実務応用演習Ｄ 2

展開演習１ 1 1

展開演習２ 1 1
２単位必修

演
習

情
報
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

必修を含め６単位
以上選択履修

必修を含め
２４単位以上
選択履修

ア
ジ
ア
・
地
域
・
ツ
ー

リ
ズ
ム

４単位以上
選択履修

情
報
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

４単位以上
選択履修

社
会
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

４単位以上
選択履修

展

開

科

目

文
化
・
ア
ー

カ
イ
ブ
ス

４単位以上
選択履修
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

2

1

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2 2

2 2

6 6

情報と法

卒
業
研
究

卒業研究指導１

教育社会学

社会教育演習

生涯学習概論

文化人類学

余暇学

関
 
連
 
科
 
目

博物館展示論

１０単位必修卒業研究指導２

卒業研究

スキルアップ英語

生涯学習各論

ビジネス文書と文書管理

仕事学概論

少子高齢化社会

４単位以上選択履修
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専門教育科目

文化情報学部 メディア情報学科

単位数
必 修
単位数

学
部

共
通 2 2 ２単位必修

2 2

2

2

2

2

2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

1

1 1

1

1

1

2

2

2

1

1

1
演
習 1 1 １単位必修

2 2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

必修及び選択必修
を含め１２単位
以上選択履修
※「メディア文化

   分析入門」、「情
   報デザイン入門」

 いずれかを
 選択必修

基

幹

科

目

文
化
と
メ
デ
ィ

ア

必修を含め
３３単位以上

選択履修
映像制作概論

出版文化論

広告論

メディアと言語

メディア戦略論

データ解析入門

データ収集法

データ解析論

取材活動論

メ
デ
ィ

ア
文
化

メディア文化論

メディアコンテンツ論

メディア文化分析入門

スタジオ制作

スピーチ・コミュニケーション

必修及び選択必修
を含め１２単位
以上選択履修
※「社会リサーチ
 基礎」、「データ

   解析入門」いずれ
 かを選択必修

メディアと世論

社会リサーチ基礎

社会調査入門

情報検索技法

メ
デ
ィ

ア
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

メディア心理学

ジャーナリズム論

マスメディア論

放送社会論

基礎演習

社
会
と
メ
デ
ィ

ア

メ
デ
ィ

ア
社
会

メディア社会論

社会情報学

地域情報論

社会心理学

メディアと若者

メディア倫理

認知心理学

ソーシャル・メディアと社会

ワークショップ技法

ソーシャル・スキル・トレーニング

必修を含め
２単位以上
選択履修

中国語基礎文法

中国語基礎会話

実践中国語Ａ

実践中国語Ｂ

海外言語文化演習Ａ

海外言語文化演習Ｂ

海外言語文化演習Ｃ

海外言語文化事情Ａ

海外言語文化事情Ｂ

授 業 科 目 備 考

基

礎

教

育

科

目

文化情報論

必修を含め
１３単位以上
選択履修

日
本
語
・

ソ
シ
オ
ス
キ
ル
ズ

レポート・論文技法

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

メディア・リテラシー

必修を含め
４単位以上
選択履修

外

国

語

ホームステイ・イングリッシュ

海外言語文化事情Ｃ

キャリアデザイン

必修を含め
４単位以上
選択履修

インターネット基礎

情報セキュリティと倫理

デジタルメディア基礎

情報科学基礎

情報処理論

日本語表現法

日本語論

言語学概論

プレゼンテーション技法

うち２科うち２科目うち２科うち２科目うち、いうち２科うち２科目うち２科うち２科目うち い
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

2 2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
演
習 1 1 １単位必修

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1 1

1 1

1

2

2

2

2

2

2

2

プログラミング１

演
習

展開演習１

必修を含め
３０単位以上

選択履修

情報通信論

２単位必修
展開演習２

情報処理演習

通信ネットワーク論

情報サービス論

うち８単位以上
選択履修

色彩コミュニケーション

イベントプロデュース

編集デザイン

ソフトウェア論

うち８単位以上
選択履修

都市とメディア

情報ネットワーク社会論

メディア社会史

メディアと産業

メディア英語

展

開

科

目

文
化
と
メ
デ
ィ

ア

メ
デ
ィ

ア
文
化

ファッション文化論

デジタルサウンド演習

映像・映画学

ファッション心理学

広報・宣伝論

ポピュラーカルチャー論

メディア文化研究

メディアと書

メディアデザイン研究

動画制作

webプログラミング

映像制作演習

広告制作

メディア情報分析

メ
デ
ィ

ア
デ
ザ
イ
ン

学習環境デザイン論

メディアと公共

マーケティング論

社会調査技法

フィールドワーク技法

応用フィールドワーク

基幹演習

社
会
と
メ
デ
ィ

ア

メ
デ
ィ

ア
社
会

ビジネスと情報

メ
デ
ィ

ア
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

適応行動論

英語圏メディア事情

臨床メディア論

データ解析技法

コミュニケーション・ライティング

映像ジャーナリズム論

現代社会とジャーナリズム

芸能・スポーツジャーナリズム

メディア応用心理学

メ
デ
ィ

ア
デ
ザ
イ
ン

メディアデザイン論

映像・音響情報論

デジタルメディア論

webデザイン

グラフィックデザイン

インターネット技法

画像編集技法

映像撮影技法

社会学習論

情報デザイン入門

関
 
連
 
科
 
目

情報システム論

インターネット論

プログラミング２
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備 考

2

2

2

2

2

2 2

2 2

6 6

１０単位必修卒業研究指導２

卒業研究

情報と法

ハードウェア論
卒
業
研
究

卒業研究指導１

三次元グラフィックス

教育社会学

サウンドデザイン
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専門教育科目

現代マネジメント学部 現代マネジメント学科

単位数
必 修
単位数

経営学入門 2 2

生活経営論 2

生活設計論 2

ファイナンス基礎 2

会計学入門 2 2

簿記基礎 4

ミクロ経済学入門 2 2

マクロ経済学入門 2 2

金融 2

財政 2

経済数学 2

ビジネス経済 2

法学入門Ａ 2 2

法学入門Ｂ 2 2 ※３

社会生活と法 2

政治学入門Ａ 2 2

政治学入門Ｂ 2 2

キャリアデザイン 2

秘書学基礎 2 ※５

TOEIC Ａ 1

経営管理論Ａ 2

経営管理論Ｂ 2

経営組織論Ａ 2

経営組織論Ｂ 2

経営戦略論Ａ 2

経営戦略論Ｂ 2

生産管理論 2

ファイナンス論 2

消費者行動論Ａ 2

消費者行動論Ｂ 2

インターネット認証と取引 2 ※１

イノベーション論 2

技術経営論 2

エコビジネス論 2

マネジメント論 2

簿記論 4

財務会計論Ａ 2

財務会計論Ｂ 2

管理会計論Ａ 2

管理会計論Ｂ 2

原価計算論 2

日本経済論 2

金融政策論 2

財政政策論 2

労働経済学Ａ 2

労働経済学Ｂ 2 ※２

地域経済論 2

環境経済学 2

応用経済学 2

ビジネス統計 2

憲法Ａ 2

憲法Ｂ 2

民法Ａ 2

民法Ｂ 2

商法Ａ 2

商法Ｂ 2

国際法 2

国際経済法 2

経営・会計領域（※
１）から必修を含め１
６単位以上選択履修

総合政策領域におい
て、経済関連科目（※
２）から必修を含め８
単位以上選択履修、法
律関連科目（※３）か
ら必修を含め８単位以
上選択履修、政治関連
科目（※４）から必修
を含め８単位以上選択
履修

キャリア領域（※５）
から選択必修を含め８
単位以上選択履修

総
合
政
策
領
域

法律関連科目

※３

政治関連科目 ※４

経営・会計領域

経済関連科目

法律関連科目

専
門
基
幹
科
目

授 業 科 目

キャリア領域

備考

現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
礎
科
目

経営・会計領域 ※１

総
合
政
策
領
域

経済関連科目 ※２
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備考

政治過程論Ａ 2

政治過程論Ｂ 2

行政学Ａ 2

行政学Ｂ 2

政治哲学 2

比較政治学 2

国際関係論Ａ 2

国際関係論Ｂ 2

TOEIC Ｂ 1

ビジネス英語演習Ａ 1

ビジネス英語演習Ｂ 1

ファイナンシャル・プランナー Ａ 2

ファイナンシャル・プランナー Ｂ 2

秘書学 2

キャリア実務 2 ※５

ジェンダー論 2

Webデザイン 2

プログラミング基礎 2

ITパスポート基礎 2

税法実務 2

専門書講読 2

基礎演習 1 1

組織行動論 2

中小企業論 2

人的資源管理 2

マーケティング論Ａ 2

マーケティング論Ｂ 2

商品開発論 2

消費者問題論 2

国際経営論Ａ 2

国際経営論Ｂ 2

サービス経営論 2

NPO論 2

広告論 2

マーケティング・リサーチ 2

Women Business Entrepreneurs 2

監査論 2

経営分析論 2

国際会計 2

税務会計論 2

租税法Ａ 2

租税法Ｂ 2

国際経済学Ａ 2

国際経済学Ｂ 2

都市経済学Ａ 2

都市経済学Ｂ 2

公共経済学Ａ 2 ※２

公共経済学Ｂ 2

現代経済論 2

現代金融論 2

社会保障論 2

展開民法Ａ 2

展開民法Ｂ 2

展開民法Ｃ 2

行政法Ａ 2

行政法Ｂ 2 ※３

経済法Ａ 2

経済法Ｂ 2

労働法 2

刑法 2

専
門
基
幹
科
目

専
門
展
開
科
目

総
合
政
策
領
域

法律関連科目

政治関連科目 ※４

キャリア領域

現代ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専門演習

経営・会計領域 ※１

経済関連科目
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単位数
必 修
単位数

授 業 科 目 備考

地方自治論Ａ 2

地方自治論Ｂ 2

日本政治外交論Ａ 2

日本政治外交論Ｂ 2

アメリカ政治外交論Ａ 2

アメリカ政治外交論Ｂ 2

国際協力論 2

国際機構論 2

国際政治史Ａ 2

国際政治史Ｂ 2

実務研究Ａ （地域・公共） 2

実務研究Ｂ （企業） 2

実務研究Ｃ （国際社会） 2 ※５

ビジネス基礎数理 2

人工知能とビッグデータ 2

展開演習Ａ 1 1

展開演習Ｂ 1 1

卒業研究Ａ 2 2

卒業研究Ｂ 2 2
卒業研究

専
門
展
開
科
目

政治関連科目 ※４

キャリア領域

2

現代ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専門演習
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専門教育科目

教育学部 子ども発達学科

単位数
必 修
単位数

備 考

教育本質論 2 2

教職論 2

保育職論 2

教育制度と社会 2 2

発達と学習 2 2

子どもの発達心理学Ⅰ 2

子ども家庭支援の心理学 2

子どもの発達心理学Ⅱ 2

幼児理解の理論と方法 2

幼児教育論 2

子ども家庭福祉 2

社会福祉 2

子ども家庭支援論 2

社会的養護Ⅰ 2

ふれあい実習Ⅰ（観察） 1 1

ふれあい実習Ⅱ（参加） 1

学校体験活動Ⅰ 1

学校体験活動Ⅱ 1

福祉ボランティアⅠ 1

福祉ボランティアⅡ 1

心理臨床 2

子どもと伝承遊び 2

基礎ピアノⅠ 1

基礎ピアノⅡ 1

メディア・リテラシー 2

日本語表現法 2

子どもと英語コミュニケーションⅠ 3

子どもと英語コミュニケーションⅡ 3

国語（書写を含む。） 2

社会 2

算数 2

理科 2

生活科 2

音楽 2

図画工作 2

家庭科 2

体育 2

外国語（英語） 2

代数学基礎 2

初等幾何学 2

解析学基礎 2

線形代数学Ⅰ 2

線形代数学Ⅱ 2

線形代数学Ⅲ 2

微分積分学Ⅰ 2

微分積分学Ⅱ 2

微分積分学Ⅲ 2

代数学要論 2

幾何学要論 2

位相数学 2

解析学要論 2

確率論・統計学 2

コンピュータ概論 2

数学演習Ⅰ 1

数学演習Ⅱ 1

授 業 科 目

専

門

基

礎

科

目

 
 
専

門

展

開

科

目

教
科
（

初
等
）

教
科

（

数
学
）
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単位数
必 修
単位数

備 考授 業 科 目

数学演習Ⅲ 1

数学演習Ⅳ 1

数学探究Ⅰ 2

数学探究Ⅱ 2

コンピュータ演習 1

代数学続論 2

幾何学続論 2

複素関数論 2

解析学続論 2

離散数学 2

数学史 2

数学科内容構成Ａ 2

数学科内容構成Ｂ 2

ソルフェージュ 1

合唱Ⅰ 1

合唱Ⅱ 1

声楽概論 2

声楽Ⅰ 1

声楽Ⅱ 1

声楽セミナーＡⅠ 1

声楽セミナーＡⅡ 1

声楽セミナーＢⅠ 1

声楽セミナーＢⅡ 1

ピアノ概論 2

ピアノⅠ 1

ピアノⅡ 1

ピアノセミナーＡⅠ 1

ピアノセミナーＡⅡ 1

ピアノセミナーＢⅠ 1

ピアノセミナーＢⅡ 1

ピアノ伴奏法 1

器楽概論 2

器楽Ａ 1

器楽Ｂ 1

器楽セミナーⅠ 1

器楽セミナーⅡ 1

器楽合奏法 1

日本の音楽Ａ（楽器） 1

日本の音楽Ｂ（声楽） 1

指揮法 1

音楽史Ａ（日本及びアジアの音楽） 2

音楽史Ｂ（西洋の音楽） 2

作曲法Ⅰ（和声・編曲を含む。） 1

作曲法Ⅱ（和声・編曲を含む。） 1

音楽理論 2

国語の指導法 2

社会の指導法 2

算数の指導法 2

数学の指導法Ⅰ 2

数学の指導法Ⅱ 2

数学の指導法Ⅲ 2

数学の指導法Ⅳ 2

理科の指導法 2

生活科の指導法 2

音楽の指導法 2

専

門

展

開

科

目

教
科

（

数
学
）

教

科

（

音

楽

）

各
教
科
の
指
導
法
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単位数
必 修
単位数

備 考授 業 科 目

音楽の指導法Ⅰ 2

音楽の指導法Ⅱ 2

音楽の指導法Ⅲ 2

音楽の指導法Ⅳ 2

図画工作の指導法 2

家庭科の指導法 2

体育の指導法 2

外国語（英語）の指導法 2

特別支援教育総論 2

知的障害児の心理 2

知的障害児の生理・病理 2

肢体不自由児の心理・生理・病理 2

病弱児の心理・生理・病理 2

知的障害児教育Ⅰ（教育課程） 2

知的障害児教育Ⅱ（指導法） 2

肢体不自由児教育 2

病弱児教育 2

発達障害児等の心理・生理・病理 2

発達障害児等の教育 2

視覚障害児教育（心理・生理・病理を含む。） 2

聴覚障害児教育（心理・生理・病理を含む。） 2

事前及び事後指導（特別支援） 1

教育実習（特別支援） 2

健康 1

人間関係 1

環境 1

言葉 1

造形表現 1

音楽表現 1

保育内容総論 2

保育指導法（健康） 2

保育指導法（人間関係） 2

保育指導法（環境） 2

保育指導法（言葉） 2

保育指導法（造形表現） 1

保育指導法（音楽表現） 1

言語表現の指導法 2

子どもの保健 2

子どもの食と栄養 2

乳児保育 2

乳児保育演習 1

子どもの健康と安全 2

障害児保育演習 2

社会的養護Ⅱ 2

子育て支援 1

保育実習指導ⅠＡ（保育所） 1

保育実習指導ⅠＢ（児童福祉施設） 1

保育実習指導Ⅱ（保育所） 1

保育実習指導Ⅲ（児童福祉施設） 1

保育実習ⅠＡ（保育所） 2

保育実習ⅠＢ（児童福祉施設） 2

保育実習Ⅱ（保育所） 2

保育実習Ⅲ（児童福祉施設） 2

専

門

展

開

科

目

各
教
科
の
指
導
法

特
別
支
援

保

育
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単位数
必 修
単位数

備 考授 業 科 目

特別支援教育Ⅰ 2 2

特別支援教育Ⅱ 2

カリキュラム論 2

教育課程論 2

道徳の理論及び指導法 2

総合的な学習の時間の指導法 2

特別活動の指導法 2

教育の方法と技術（情報通信技術の活用を含む。） 2 2

生徒指導と進路指導 2

教育相談 2 2

事前及び事後指導（初等） 1 1

事前及び事後指導（中等） 1

教育実習（初等） 4

教育実習（初等）Ａ 2

教育実習（初等）Ｂ 2

教育実習（中等） 4

教育実習（中等）Ａ 2

教育実習（中等）Ｂ 2

教職実践演習（教諭） 2 2

介護等体験 1

教育統計 2

模擬授業演習 1

子どもの異文化間教育 2

子どもの情報教育 2

いのちの教育 2

海外教育研修Ⅰ（事前指導） 2

海外教育研修Ⅱ（実地研修） 4

ケースメソッドＡ 2

ケースメソッドＢ 2

8 8

実
践
研
究
科
目

卒業研究

専

門

展

開

科

目

 
教

職
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専門教育科目

看護学部 看護学科

単位数
必 修
単位数

備 考

家族関係論 1 1

人間関係論 2

臨床心理学 1 1

カウンセリング論 1

解剖生理学Ａ（器官系） 2 2

解剖生理学Ｂ（適応系） 2 2

生化学 2 2

病理学 2 2

薬理学 2 2

微生物学（免疫学を含む。） 2 2

栄養治療論（食品学を含む。） 1 1

養護概論 2

感染予防学演習 1 1

感染管理ケーススタディ 1

看護のための臨床推論演習 1 1

疾病治療論Ａ（呼吸・循環・脳神経・運動・感覚器機能） 2 2

疾病治療論Ｂ（消化器・内分泌・排泄・女性生殖器・造血機能） 2 2

疾病治療論Ｃ（小児） 1 1

疾病治療論Ｄ（精神） 1 1

社会福祉学 2 2

公衆衛生学 1 1

保健統計学 1 1

ボランティア論 2

疫学 2 2

保健医療福祉行政論Ⅰ（理念・社会保障等） 1 1

保健医療福祉行政論Ⅱ（地域保健対策・計画と評価） 1

看護学概論 2 2

生活者の理解 1 1

看護倫理Ⅰ（倫理の基礎） 1 1

看護倫理Ⅱ（倫理課題の探究） 1 1

コミュニケーション技術演習 1 1

基礎看護技術演習Ⅰ（基本となる看護技術） 1 1

基礎看護技術演習Ⅱ（生活の援助技術） 1 1

基礎看護技術演習Ⅲ（診療に伴う支援技術） 1 1

フィジカルアセスメント演習 1 1

看護過程展開方法論 1 1

看護過程展開論演習 1 1

早期体験実習 1 1

基礎看護学実習 2 2

地域・在宅看護学概論Ａ（地域療養支援看護） 1 1

地域・在宅看護学概論Ｂ（在宅療養支援看護） 1 1

多職種連携論 1 1

地域・在宅看護支援論 1 1

地域・在宅看護支援論演習 1 1

多職種連携実践実習 1 1

地域・在宅看護学実習 3 3

母性看護学概論 2 2

母性看護支援論 1 1

母性看護支援論演習 1 1

母性看護学実習 2 2

小児看護学概論 2 2

小児看護支援論 1 1

小児看護支援論演習 1 1

小児看護学実習 3 3

成人看護学概論 1 1

専

門

科

目

看
護
の
基
礎

生
活
支
援
と
看
護

健
康
・
発
達
と
看
護

必修を含め３０単位
以上選択履修

授 業 科 目

専

門

基

礎

科

目

人
間
の
理
解

人
間
と
健
康

人
間
と
環
境
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単位数
必 修
単位数

備 考授 業 科 目

急性期成人看護学概論 2 2

急性期成人看護支援論 1 1

急性期成人看護支援論演習 1 1

急性期成人看護学実習 2 2

慢性期成人看護学概論 2 2

慢性期成人看護支援論 1 1

慢性期成人看護支援論演習 1 1

慢性期成人看護学実習 2 2

老年看護学概論 2 2

老年看護支援論 1 1

老年看護支援論演習 1 1

老年看護学実習 3 3

精神看護学概論 2 2

精神看護支援論 1 1

精神看護支援論演習 1 1

精神看護学実習 2 2

公衆衛生看護学概論 2 2

学校保健学 1

健康相談活動の理論及び方法 2

産業看護学 1

社会資源活用論 1

公衆衛生看護技術論 2

公衆衛生看護活動展開論 2

健康教育指導論Ⅰ（理論とプロセス） 1

健康教育指導論Ⅱ（展開） 1

公衆衛生看護管理論Ａ（地域診断） 2

公衆衛生看護管理論Ｂ（管理） 1

公衆衛生看護統合実践論 2

公衆衛生看護学実習Ⅰ（行政） 4

公衆衛生看護学実習Ⅱ（産業） 1

看護管理学 2 2

災害看護学 1 1

災害対策演習 1

看護情報学 1

国際看護論 1

緩和ケアと看護 1

看護研究方法論 1 1

卒業研究 1 1

課題探究実習 1 1

看護管理実習 1 1

必修を含め７３単位
以上選択履修

公
衆
衛
生
と
看
護

看
護
の
統
合

専

門

科

目

健
康
・
発
達
と
看
護
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別表第５（第１６条第２項及び第３項関係）

削 除

別表第６（第１７条関係）

削 除

別表第７（第１７条関係）

教育職員免許状取得に関する科目

科目
区分

単位数
必 修
単位数

開講学部学科 備 考

2 現代マネジメント学部 中学校教諭一種免許状（社会）には必修

2 現代マネジメント学部 中学校教諭一種免許状（社会）には必修

2 現代マネジメント学部 中学校教諭一種免許状（社会）には必修

2 現代マネジメント学部 中学校教諭一種免許状（社会）には必修

2 現代マネジメント学部 中学校教諭一種免許状（社会）には必修

2 現代マネジメント学部 中学校教諭一種免許状（社会）には必修

2 現代マネジメント学部 中学校教諭一種免許状（社会）には必修

2 現代マネジメント学部
中学校教諭一種免許状（社会）には必修
高等学校教諭一種免許状（公民）には必修

2 現代マネジメント学部 高等学校教諭一種免許状（商業）には必修

2 2 生活科学部

2 2 生活科学部

2 生活科学部 中学校教諭一種免許状には必修

2 生活科学部 中学校教諭一種免許状には必修

2 2 国際コミュニケーション学部

2 2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部 中学校教諭一種免許状には必修

2 国際コミュニケーション学部 中学校教諭一種免許状には必修

2 2 国際コミュニケーション学部

2 2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部 中学校教諭一種免許状には必修

2 国際コミュニケーション学部 中学校教諭一種免許状には必修

2
人間関係学部
現代マネジメント学部

中学校教諭一種免許状（社会）には必修
高等学校教諭一種免許状（公民）には必修

2
人間関係学部
現代マネジメント学部

中学校教諭一種免許状（社会）には必修
高等学校教諭一種免許状（公民）には必修

2
人間関係学部人間関係学科

現代マネジメント学部
中学校教諭一種免許状（社会）には必修

2
人間関係学部人間関係学科

現代マネジメント学部
中学校教諭一種免許状（社会）には必修

2 2 文化情報学部

2 2 文化情報学部

2 現代マネジメント学部 高等学校教諭一種免許状（商業）には必修

2 現代マネジメント学部 高等学校教諭一種免許状（商業）には必修

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

生活科学部・国際コミュ
ニケーション学部・文化
情報学部・現代マネジメ
ント学部・看護学部

生活科学部・国際コミュ
ニケーション学部・文化
情報学部・現代マネジメ
ント学部・看護学部

教職論

教育制度と社会

発達と学習
生活科学部・国際コミュ
ニケーション学部・人間
関係学部・文化情報学
部・現代マネジメント学
部・看護学部

特別支援教育

情報科の指導法Ⅰ

情報科の指導法Ⅱ

商業科の指導法Ⅰ

商業科の指導法Ⅱ

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育本質論

カリキュラム論

国語科の指導法Ⅲ

国語科の指導法Ⅳ

社会科・公民科の指導法Ⅰ

社会科・公民科の指導法Ⅱ

社会科・地歴科の指導法Ⅰ

社会科・地歴科の指導法Ⅱ

授 業 科 目

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

日本史Ａ

日本史Ｂ

外国史Ａ

外国史Ｂ

人文地理学

自然地理学

地誌

英語科の指導法Ⅰ

英語科の指導法Ⅱ

英語科の指導法Ⅲ

英語科の指導法Ⅳ

国語科の指導法Ⅰ

国語科の指導法Ⅱ

宗教学

職業指導

家庭科の指導法Ⅰ

家庭科の指導法Ⅱ

家庭科の指導法Ⅲ

家庭科の指導法Ⅳ
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科目
区分

単位数
必 修
単位数

開講学部学科 備 考授 業 科 目

2 2

2

2 2

2 2

2

2

2

2 2

2 2 中学校教諭一種免許状のみ適用

1 1

1 1

2 2

2 2

生活科学部・国際コミュ
ニケーション学部・文化
情報学部・現代マネジメ
ント学部

2 2
生活科学部管理栄養学
科・看護学部

養護教諭一種免許状には必修
栄養教諭一種免許状には必修

2 2

生活科学部・国際コミュ
ニケーション学部・人間
関係学部・文化情報学
部・現代マネジメント学
部・看護学部

2 2

2

2 人間関係学部心理学科

1 1

4

2

2

1 1

4 4

1 1

1 1

2 2

生活科学部・国際コミュ
ニケーション学部・人間
関係学部・文化情報学
部・現代マネジメント学
部

2 2 看護学部 養護教諭一種免許状には必修

2 2 生活科学部管理栄養学科 栄養教諭一種免許状には必修

1 中学校教諭一種免許状には必修

2 高等学校教諭一種免許状のみ適用

1

1

4
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
国際言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

4
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
国際言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

2
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
国際言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

2
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
国際言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

2
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
表現文化学科

2
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
表現文化学科

日本語表現法（文章表現）

日本語表現法（話し方）

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

生活科学部・国際コミュ
ニケーション学部・人間
関係学部・文化情報学
部・現代マネジメント学
部

学校体験活動Ⅱ

海外英語演習Ａ

海外英語演習Ｂ

海外英語演習Ｃ

時事英語（Current English）

栄養教諭一種免許状には必修
栄養教育実習

教職実践演習（中・高）

教職実践演習（養護教諭）

教職実践演習（栄養教諭）

介護等体験 生活科学部・国際コミュ
ニケーション学部・人間
関係学部人間関係学科・
現代マネジメント学部道徳の理論及び指導法

学校体験活動Ⅰ

中学校教諭一種免許状４単位、高等学
校教諭一種免許状２単位以上選択履修

教育実習Ａ

教育実習Ｂ

事前及び事後指導（養護教諭）
看護学部 養護教諭一種免許状には必修

養護実習

生徒指導論（進路指導を含む。）
人間関係学部

教育・学校心理学

心理療法

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

事前及び事後指導 生活科学部・国際コミュ
ニケーション学部・人間
関係学部・文化情報学
部・現代マネジメント学
部

教育実習

事前及び事後指導（栄養教諭）
生活科学部管理栄養学科

カリキュラムの創造

道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び

生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳の理論及び指導法 生活科学部・国際コミュ
ニケーション学部・人間
関係学部・文化情報学
部・現代マネジメント学
部・看護学部

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育の方法と技術（情報通信技術
の活用を含む。）

生徒指導と進路指導

生徒指導

教育相談

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

現代教育論

人間関係学部

人間形成の思想

教師の世界

学校と社会

青年心理学

学習・言語心理学

発達臨床心理学
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科目
区分

単位数
必 修
単位数

開講学部学科 備 考授 業 科 目

2
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
表現文化学科

2
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
表現文化学科

2
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
表現文化学科

2
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
表現文化学科

2
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
表現文化学科

2 人間関係学部

2 人間関係学部

2 文化情報学部文化情報学科

2 文化情報学部文化情報学科生涯学習各論

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

日本語教育方法論Ａ

日本語教育方法論Ｂ

日本語教育実践論

方言論

社会言語学

福祉心理学

生涯学習概論

国際化と教育
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別表第８（第１７条関係）

学芸員資格取得に関する科目

単位数
必 修
単位数

2

2

2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

3 3

別表第８－２（第１７条関係）

日本語教員資格取得に関する科目

単位数
必 修
単位数

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 文化情報学部

2 文化情報学部

2 文化情報学部

2 文化情報学部

2 文化情報学部

2 文化情報学部

2 文化情報学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 2 文化情報学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 2 文化情報学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 2 文化情報学部

2 2 文化情報学部

記号文化論

国際コミュニ
ケーション学
部は、４科目
８単位以上
選択履修
文化情報学部
は、２科目４
単位必修

社会言語学

翻訳言語論

方言論

国際コミュニ
ケーション学
部は、２科目
４単位以上選
択履修
文化情報学部
は、２科目４
単位必修

英語と心理

異文化適応論

言語コミュニケーション論

ﾚﾄﾘｶﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

世界のさまざまな英語(World Englishes)

Principles of Intercultural Communication

異文化コミュニケーション論

メディアと言語

応用言語学

備 考

比較文化論

国際コミュニ
ケーション学
部は、６科目
１２単位以上
選択履修
文化情報学部
は、５科目
１０単位以上
選択履修

日本文化史

日中比較文化論

日本伝統文化論

日本語の歴史Ａ

日本語の歴史Ｂ

アジア映画論

アニメ・マンガ文化論

現代マスコミ論

文化情報論

日本の伝統と文化

アジア文化交流論

比較文化論

日本文化論

博物館教育論

アジアのことば

授 業 科 目

メディア文化研究

異文化トレーニング（理論と実践）

メディア心理学

認知心理学

授 業 科 目 備 考

生涯学習概論

2

１９単位以上必修

生涯学習各論

博物館実習

生涯学習論

博物館概論

博物館経営論

博物館資料論

博物館資料保存論

博物館展示論

博物館情報・メディア論
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単位数
必 修
単位数

国際コミュニケーション学部

文化情報学部

国際コミュニケーション学部

文化情報学部

国際コミュニケーション学部

文化情報学部

国際コミュニケーション学部

文化情報学部

国際コミュニケーション学部

文化情報学部

国際コミュニケーション学部

文化情報学部

国際コミュニケーション学部

文化情報学部

2 2
国際コミュニケーション学部
文化情報学部

2 2
国際コミュニケーション学部
文化情報学部

国際コミュニケーション学部

2 文化情報学部

国際コミュニケーション学部

2 文化情報学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 国際コミュニケーション学部

2 2 文化情報学部

2 2 文化情報学部

2 2 文化情報学部

2 2 文化情報学部

2

日本語教育方法論Ａ 2 2

言語学概論

日本語表現法

日本語論

日本語文法Ａ

日本語文法Ｂ

日本語表現法（文章表現）

日本語表現法（話し方）

Introduction to Linguistics

Linguistics

日本語表現法基礎

日本語学概論Ａ

日本語学概論Ｂ

2

日本語教材・教具研究Ｂ 2 2

国際コミュニ
ケーション学
部、文化情報
学部ともに、
７科目１２単
位必修

日本語教育方法論Ｂ 2 2

日本語教育実践論 2

日本語教授法演習 1 1

日本語教員教育実習 1 1

備 考

2

授 業 科 目

日本語教材・教具研究Ａ 2

国際コミュニ
ケーション学
部は、必修を
含め、５科目
１０単位以上
選択履修
文化情報学部
は、８科目
１６単位必修

2
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別表第８－３（第１７条関係）

削 除

別表第８－４（第１７条関係）

司書資格取得に関する科目

授 業 科 目 単位数
必 修
単位数

生涯学習概論 2

図書館概論 2

生涯学習各論 2

図書館情報技術論 2

図書館サービス概論 2

情報サービス論 2

読書と豊かな人間性 2

情報サービス演習Ａ 1

情報サービス演習Ｂ 1

図書館情報資源概論 2

情報資源組織論 2

情報資源組織演習Ａ 1

情報資源組織演習Ｂ 1

学校経営と学校図書館 2

学習指導と学校図書館 2

デジタルアーカイブ論 2

図書・図書館史特論 2

図書館施設演習 1

卒業研究指導１ 2

別表第８－５（第１７条関係）

国際交流科目

授 業 科 目 単位数
必 修
単位数

日本語Ⅰ(intermediate) 1

日本語Ⅰ(pre-advanced) 1

日本語Ⅱ(intermediate) 1

日本語Ⅱ(pre-advanced) 1

日本語Ⅲ(intermediate) 1

日本語Ⅲ(pre-advanced) 1

日本語Ⅳ(intermediate) 1

日本語Ⅳ(pre-advanced) 1

日本語Ⅴ(intermediate) 1

日本語Ⅴ(pre-advanced) 1

日本語Ⅵ(pre-advanced) 1 人間関係学部のみ必修

日本語Ⅶ(pre-advanced) 1 人間関係学部のみ必修

日本語Ⅷ(pre-advanced) 1 人間関係学部のみ必修

日本語Ⅸ(pre-advanced) 1 人間関係学部のみ必修

備 考

22 １３科目２２単位必修

備 考

２科目以上選択履修
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別表第８－６（第１７条関係）

司書教諭資格取得に関する科目

授 業 科 目 単位数
必 修
単位数

学校経営と学校図書館 2 2

情報資源組織論 2

図書館情報資源概論 2

学習指導と学校図書館 2 2

読書と豊かな人間性 2 2

メディア・リテラシー

情報メディアの活用

別表第８－７（第１７条関係）

社会福祉士試験受験資格取得に関する科目

授 業 科 目 単位数
必 修
単位数

人体の構造と機能及び疾病 2 2

心理学総論 2 2

社会学概論 2 2

社会福祉論Ａ 2

社会福祉論Ｂ 2

社会調査論 2 2

ソーシャルワークの基礎 2

ソーシャルワークⅠ 2

ソーシャルワークⅡ 2

ソーシャルワークⅢ 2

福祉コミュニティ論 2

地域社会論 2

福祉サービスの組織と経営 2 2

社会保障論Ａ 2

社会保障論Ｂ 2

高齢者福祉論 2 2

障害者福祉論 2 2

子ども・家庭福祉論 2 2

貧困に対する支援 2 2

保健医療 2 2

権利擁護を支える法制度 2 2

司法福祉論 2 2

ソーシャルワーク論Ⅰ 2 2

ソーシャルワーク論Ⅱ 2 2

ソーシャルワーク演習Ⅰ 1 1

ソーシャルワーク演習Ⅱ 1 1

ソーシャルワーク演習Ⅲ 1 1

ソーシャルワーク演習Ⅳ 1 1

ソーシャワーク演習Ⅴ 1 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 1 1

ソーシャルワーク実習指導ⅡA 1 1

ソーシャルワーク実習指導ⅡB 1 1

ソーシャルワーク実習指導ⅢA 1 1

ソーシャルワーク実習指導ⅢB 1 1

ソーシャルワーク実習A 6 6

ソーシャルワーク実習B 2 2

ソーシャルワーク特論 2 2

備 考

4

4

ソーシャルワーク実習６０時間以上

4

4

4

ソーシャルワーク演習１５０時間

30時間

30時間

30時間

30時間

30時間

ソーシャルワーク実習１８０時間以上

2

備 考

１科目２単位以上選択履修

司書に関する専門科目と共通

文化情報学部メディア情報学科
2

文化情報学部メディア情報学科以外
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別表第８－８（第１７条関係）

削 除

別表第８－９（第１７条関係）

削 除

別表第９（第１０条、第３７条の２、第４７条、第４７条の２、第５８条関係）

入学検定料等 （単位 円）

備考

別表第１０（第４３条、第４４条、第４７条、第４７条の２、第５８条関係）

入学金及び登録料 （単位 円）

備考

同一年度に複数の学部で科目等履修生又は聴講生となる場合の登録料は、重複して徴収しない。

200,000

入 学 検 定 料
大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用
による選抜に係る入学検定料

転学部・転学科に係る検定料

35,000 20,000 10,000

転 入 学 生 及 び
編 入 学 生

20,000

研 究 生 に 係 る 検 定 料

10,000

研 究 生

10,000 10,000

入 学 金

科 目 等 履 修 生 に
係 る 検 定 料

聴 講 生 に 係 る 検 定 料

複数回の受験を志願する場合及びインターネットを利用して出願する場合は、入学検定料を減額することが
できる。

新 入 学 生 聴 講 生

登 録 料

200,000 100,000 30,000

再 入 学 生

10,000

科 目 等 履 修 生
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別表第１１（第３２条、第４１条、第４２条、第４２条の２関係）

学生納付金（年額） （単位 円）

生活科学部

管理栄養学科

生活科学部

生活環境デザイン学科

国際コミュニケーション学部

国際言語コミュニケーション学科

国際コミュニケーション学部

表現文化学科

人間関係学部

人間関係学科

人間関係学部

心理学科

文化情報学部

文化情報学科

文化情報学部

メディア情報学科

現代マネジメント学部

現代マネジメント学科

教育学部

子ども発達学科

看護学部

看護学科

在籍料（年額） (単位 円）

別表第１２（第４７条、第４７条の２、第５８条関係）

履修料、聴講料及び研究料 （単位 円）

生活科学部の研究生については、管理栄養学科は年額52,000円、生活環境デザイン学科は

年額35,000円の実験実習費を別途徴収する。

研究料（年額）聴講料（１科目につき）履修料（１単位につき）

60,00010,00015,000

在籍料

100,000

760,000 350,000 10,000

1,200,000 500,000 0

735,000 350,000 7,000

735,000 350,000 4,000

735,000 350,000 9,000

735,000 350,000 7,000

735,000 350,000 4,000

735,000 350,000 2,000

735,000 350,000 35,000

735,000 350,000 4,000

735,000 350,000 52,000

 種 別
授業料 教育充実費 学部教学費

学部 学科
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別表第１３（第２０条関係）

生活科学部

国際コミュニケーション学部

２４単位

１２６単位

＊印は、教養教育科目、専門教育科目、国際コミュニケーション学部の他の学科の専門教育科目、教育職
員免許状取得に関する科目及び第２０条の２から第２０条の５までに規定するいずれの科目から修得しても
よい。ただし、教育職員免許状取得に関する科目及び第２０条の２から第２０条の５までに規定する他の大
学等において修得した単位は、１２単位を上限として、及び国際コミュニケーション学部が主催する中期留
学（６ヶ月）において修得した単位は、１６単位を上限として自由選択の単位とする。

卒業に必要な単位数の合計

（自由選択）＊

専
門
教
育
科
目

４０単位 ３２単位

３２単位 ４０単位

４単位

４単位

学科専門科目

卒業論文準備科目

専門共通科目

卒業論文

２単位

教
養
教
育
科
目

領域１

１９単位

領域２

領域３

領域４

領域５

領域６

言語とコミュニケーション

  全学共通科目「人間論 」

思想と表現

歴史と社会

自然と科学技術

数理と情報

健康とスポーツ

女性とキャリア

上記（領域１～領域７）から

領域７ １単位

２０単位

国際言語コミュニケーション学科 表現文化学科

０単位

１０２単位 ８２単位

０単位 １４単位

専門教育科目

卒業に必要な単位数の合計

学科

学部関連科目

（自由選択）＊

授業科目区分

 領域３ ２単位以上選択履修

 領域４ 必修を含め２単位以上選択履修

自然と科学技術

数理と情報

必修を含め４単位以上選択履修

１２６単位

＊印は、教養教育科目、学部関連科目、専門教育科目及び第２０条の２から第２０条の５までに規定する
いずれの科目から修得してもよい。ただし、第２０条の２から第２０条の５までに規定する他の大学等にお
いて修得した単位は、生活環境デザイン学科にあっては８単位を上限として自由選択の単位とする。

管理栄養学科 生活環境デザイン学科

２単位必修

学科

授業科目区分

  全学共通科目「人間論 」

思想と表現

歴史と社会
教
養
教
育
科
目

言語とコミュニケーション

健康とスポーツ

 領域５

女性とキャリア

上記（領域１～領域７）から

 領域６ 領域１、領域２を含めたうちから６単位以上選択履修

 領域７
必修を含め１単位以上

選択履修
必修を含め２単位以上

選択履修

２２単位 ２８単位

 領域１
領域６を含めたうちから６単位以上選択履修

 領域２

ううう

う
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人間関係学部

文化情報学部

卒業に必要な単位数の合計

＊印は、教養教育科目、専門教育科目、文化情報学部の他の学科の専門教育科目及び第２０条の２から第
２０条の５までに規定するいずれの科目から修得してもよい。ただし、第２０条の２から第２０条の５まで
に規定する他の大学等において修得した単位は、１２単位を上限として自由選択の単位とする。

言語とコミュニケーション

４単位

関連科目

領域１、領域２を含め４単位

領域７ １単位

３４単位

健康とスポーツ

女性とキャリア

上記（領域１～領域７）から

基礎教育科目

領域６

１５単位

４単位
３０単位

３３単位

２４単位

卒業研究指導

基幹科目

展開科目

６単位

専
門
教
育
科
目

１３単位

卒業研究

授業科目区分

  全学共通科目「人間論 」

学科

数理と情報

思想と表現

１８単位 １９単位

１２６単位

（自由選択）＊

教
養
教
育
科
目

領域１
領域６を含め４単位

文化情報学科 メディア情報学科

１９単位

領域５ ５単位

領域２

領域３
４単位

領域４

歴史と社会

２単位

自然と科学技術

１２６単位

＊印は、外国人留学生については、国際交流科目のうち所定の日本語科目４単位を領域５の単位とみな
す。
＊＊印は、教養教育科目、専門教育科目及び第２０条の２から第２０条の５までに規定するいずれの科目

から修得してもよい。ただし、第２０条の２から第２０条の５までに規定する他の大学等において修得した
単位は、８単位を上限として自由選択の単位とする。（外国人留学生については、国際交流科目のうち領域
５の単位としてみなした単位を除き、自由選択の単位に含む。）
専門教育科目については、表に定める単位のほか、別に定める所定の科目及び単位を修得しなければなら

ない。

２７単位

７７単位

２０単位

上記（領域１～領域７）から

専門教育科目

（自由選択）＊＊

教
養
教
育
科
目

卒業に必要な単位数の合計

４単位以上選択履修

領域６ ２単位以上選択履修

領域７ １単位以上選択履修

健康とスポーツ

２単位以上選択履修

領域２ ２単位以上選択履修

領域３ ２単位以上選択履修

領域４

歴史と社会

２単位以上選択履修

思想と表現領域１

自然と科学技術

数理と情報

言語とコミュニケーション領域５

女性とキャリア

学科

授業科目区分
人間関係学科 心理学科

２単位必修  全学共通科目「人間論 」

うう

う
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現代マネジメント学部

教育学部

備考１

２

看護学部

学科

領域１

領域６

領域２

思想と表現

歴史と社会

  全学共通科目「人間論 」

現代マネジメント学科

１２６単位

自然と科学技術

数理と情報
４単位

領域４

女性とキャリア

上記（領域１～領域７）から

専門教育科目

領域７

教
養
教
育
科
目 １単位

卒業に必要な単位数の合計

１９単位

上記から

領域３

表に定める単位のほか、幼稚園教諭一種免許状又は小学校教諭一種免許状の取得に必要な科目及
び単位を修得しなければならない。

＊印は、教養教育科目、専門教育科目及び第２０条の２から第２０条の５までに規定するいずれ
の科目から修得してもよい。ただし、第２０条の２から第２０条の５までに規定する他の大学等に
おいて修得した単位は、１０単位を上限として自由選択の単位とする。

看護学科

２単位

女性とキャリア

上記（領域１～領域７）から

専門教育科目

２単位

学科

１２６単位

（自由選択）＊

卒業に必要な単位数の合計

２０単位

領域７

９４単位

１０単位

教
養
教
育
科
目

領域１

領域５ ４単位

領域３

領域４

＊印は、教養教育科目、専門教育科目及び第２０条の２から第２０条の５までに規定するいずれの科目か
ら修得してもよい。

専門教育科目
３０単位

７３単位

０単位

１２６単位

専門基礎科目

専門科目

（自由選択）＊

卒業に必要な単位数の合計

４単位

健康とスポーツ

歴史と社会

自然と科学技術

数理と情報

授業科目区分

領域５

２単位

領域３

言語とコミュニケーション

健康とスポーツ

９５単位

４単位

２単位

授業科目区分

２単位

２単位

領域６

１０単位（自由選択）＊

領域２

言語とコミュニケーション

２単位

４単位

＊印は、教養教育科目、専門教育科目及び第２０条の２から第２０条の５までに規定するいずれの科目か
ら修得してもよい。ただし、第２０条の２から第２０条の５までに規定する他の大学等において修得した単
位は、１０単位を上限として自由選択の単位とする。

子ども発達学科
学科

  全学共通科目「人間論 」

思想と表現

教
養
教
育
科
目

領域１ ２単位

領域２ ２単位

思想と表現

歴史と社会

授業科目区分

２単位

領域４ ２単位

領域５

領域６ ２単位

４単位

数理と情報

言語とコミュニケーション

自然と科学技術

  全学共通科目「人間論 」

１単位

２１単位

領域７

健康とスポーツ

女性とキャリア
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別表第１４（第２５条関係）

生活科学部 管理栄養学科

第 号

本籍地

氏 名

上記の者は下記の栄養士課程を履修したことを証明する。

管理栄養士養成施設名 椙山女学園大学生活科学部管理栄養学科

椙山女学園大学長

講義又
は演習

実験又
は実習

講義又
は演習

実験又
は実習

公衆衛生学Ⅱ 2 2

社会福祉概論 2 2

解剖生理学 2 2

解剖生理学実験 1 1

疾病の成り立ちⅠ 2 2

生化学Ⅰ 2 2

生化学実験 1 1

運動生理学 2 2

食品学Ⅰ 2 2

食品学Ⅱ 2 2

食品学実験Ⅰ 1 1

食品衛生学 2 2

食品衛生学実験 1 1

基礎栄養学Ⅰ 2 2

栄養学実験 1 1

応用栄養学Ⅰ 2 2

応用栄養学実習 1 1

臨床栄養学 2 2

栄養アセスメント論Ⅰ 2 2

臨床栄養学実習Ⅰ 1 1

臨床栄養学実習Ⅱ 1 1

栄養療法学実習 1 1

栄養教育論Ⅰ 2 2

栄養教育論Ⅱ 2 2 ※1

栄養教育論実習 1 1

公衆栄養学Ⅰ 2 2

公衆栄養学実習 1 1

調理学 2 2

調理学実習Ⅰ 1 1

給食経営管理論Ⅰ 2 2 ※2

給食経営管理実習 1 1

給食運営管理臨地実習 1 1 ※3

※1「栄養教育論Ⅱ」には、栄養指導論を含む。

※2「給食経営管理論Ⅰ」には、給食計画論、給食実務論を含む。

※3「給食運営管理臨地実習」には、給食運営に係る校外実習を含む。

栄養と健康 8

10

栄養の指導 6

給食の運営 4

社会生活と健康 4

4

人体の構造と
機能

8

食品と衛生 6

栄 養 士 課 程 履 修 証 明 書

記

単 位 数

科 目 名

学則規定単位

備 考
本人修
得単位

教 育 内 容
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